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菊文館 菊老福菊池市文化会館 菊池老人福祉センター
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ
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デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
3/26 3/27 3/28 3/29 3/30 3/31 1

◆菊池一族と延寿
鍛治展　
～5/7まで
9:00 ～17:00
菊池夢美術館

2 3 4
◆菊池市戦没者追
悼式　10:00 ～
菊池市総合体育館

5
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

6 7
◆くまもと復興映
画祭　～4/9まで
18:00 ～
熊本城二の丸広場ほ
か

8
●しすいっ子童話会
のおはなし会
11:00 ～泗　図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図
◆くまもと復興映
画祭　9:00 ～
菊池文化会館ほか

9
◆くまもと復興映
画祭　9:00 ～
熊本県立劇場

10
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

11
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）
菊池市役所３階
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊福館
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊池市役所３階
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

12
■救命講習�
9:00 ～12:00
消防本部
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

13
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

14
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

15
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

16
◆伝統話芸を聴く
会 落語講談二人会
宝井琴調・桂藤兵衛
13:00 ～泗　図

17 18
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■認知症サポーター
養成講座�
14:00 ～
菊池市役所３階

19
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

20
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ

21
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

22
●しすいっ子童話会
のおはなし会
11:00 ～泗　図

23
◆軽トラ朝市
歩き愛です
7:30 ～11:30
迎町・中央区・立町

24
■納税相談夜間窓口
�　～4/28まで
～20:00税務課

25
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊福館
●２歳児歯科健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会
�13:30 ～16:00

（要予約）高齢支援課

26
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■救命講習�
9:00 ～12:00
西消防署
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

27
◆第６回わくわく
健康セミナー�
10:00 ～
七城温泉ドーム
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福

28
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）菊池市役所

29
◆菊池少年少女合唱
団スプリングコン
サート2017�
18:00 ～　泗　ホ

5/5
◆第31回菊池市民
チャリティーゴル
フ大会�
菊池カントリークラ
ブ
◆きくちグルメと
こどもの日 元気ば
い菊池！ in はくす
い小学校
10:00 ～17:00
旧迫水小学校

30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/6
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菊池公園一帯の
桜の動画をご覧
いただけます

菊
池
市
民
劇

第２回

時
を
超
え
て
紡
が
れ
る
菊
池
物
語
─

特
集
②

家庭でできる
特集①　熊本地震から学ぶ

Ki

kuchi area public relations liaiso

n 
co

un
ci

l 

菊池地域

合同特集

▼
第
２
回
市
民
劇
、
皆
さ
ん
は
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
か
。
想
像
を
超

え
る
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
で
、

大
団
円
を
迎
え
た
と
き
は
感
動
し

て
涙
が
出
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

稽
古
を
積
ん
で
こ
ら
れ
た
の
で
し

ょ
う
。
皆
さ
ん
の
達
成
感
に
満
ち

た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。
次
回

は
ど
ん
な
菊
池
物
語
に
な
る
の
か
、

今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
▼
菊

池
地
域
の
４
市
町
で
毎
年
、
合
同

特
集
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し

の
テ
ー
マ
は
防
災
。
楽
し
く
続
け

ら
れ
る
防
災
の
コ
ツ
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
家
庭
の
備
え
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご

家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
野
中

▼
市
民
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
市
民

劇
。
本
誌
８
Ｐ
か
ら
掲
載
で
す
▼

原
付
の
ナ
ン
バ
ー
右
の
ネ
ジ
が
落

下
。
ネ
ジ
を
付
け
直
す
▼
相
撲
。

甲
子
園
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
。
３
月
は
誘

惑
が
多
い
▼
市
役
所
が
新
庁
舎
に

移
転
。
き
れ
い
な
環
境
で
心
機
一

転
。
早
く
も
机
は
散
ら
か
り
気
味

▼
原
付
パ
ン
ク
。
再
び
右
ネ
ジ
落

下
。
し
っ
か
り
付
け
直
す
▼
イ
チ

ゴ
大
福
に
ハ
マ
っ
て
い
る
。
市
内

の
店
を
制
覇
し
た
い
。
現
在
４
店

▼
今
度
は
ナ
ン
バ
ー
の
左
ネ
ジ
が

落
下
。
厄
払
い
し
よ
う
。　
伊
藤
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3 菊池人　斎藤公祐さん

4
菊池地域合同特集

家庭でできる防災術
8 市民劇「つむぐ」

14 訪問介護と通所介護の仕組みが変わります
16
17

輝けきくち
エンジョイスポーツ

18
19

市民提案型協働事業提案募集
国民年金情報

20
健康だより
身近な依存症
国民健康保険人間ドック受付開始／歯ッピーキッズ

22
23

文芸きくち
図書だより

24
25

人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

26

～

35

情報つう
▼お知らせ
緑の募金にご協力をお願いします／地域づくり推進補助金／植樹
や植栽を行う団体などに補助を行います／農用地利用計画の変更

（除外・編入）申出書受付／菊池市の放射線量／４月分から各種
手当額を改定します／たい肥と家畜排せつ物の取り扱いにご注意
ください／熊本地震追悼・復興祈念行事／縦覧簿の縦覧と固定資
産税課税台帳の閲覧／介護予防ミニ講座／国民健康保険証（マル
学保険証）をご存知ですか／はり・きゅう利用券を交付します／
窓口負担の免除期間を延長します／国民健康保険資格喪失後の医
療機関受診／住宅再建を応援します／特定不妊治療費を助成しま
す／春の農作業安全確認運動／菊池市地場企業等立地促進補助
金を交付します／戸建木造住宅耐震診断士派遣事業／児童生徒の
就学費用を援助します／り災証明書・り災届出証明書の申請は５
月 31 日まで／運転免許を返納しませんか

▼募集
農地を貸したい人借りたい人募集／小学生～高校生のための夏休
み海外研修プログラム／ＪＩＣＡボランティア募集／さわやか健康
教室／高齢者健康教室／健康体操教室／小中学校フッ化物洗口
ボランティア募集／菊池市総合計画策定審議会委員募集

▼相談・講演講習
認知症介護家族のつどい／こころの相談／納税相談夜間窓口を開
設します／未来は一本の電話から悩んだ時は「ここん」へ／もの忘
れ相談会／男女共同参画専門委員相談／手話奉仕員養成講座／
救命講習／認知症サポーター養成講座

▼イベント・その他
菊池少年少女合唱団スプリングコンサート２０１７／未就学児のた
めのすくすく講座／第 31 回菊池市民チャリティーゴルフ大会／第
６回わくわく健康セミナー／安心安全メールをご利用ください！／
シリーズ文教の偉人／デタポン

▼市民の広場
七城囲碁愛好会会員募集／無料英会話体験レッスン／囲碁を始め
たい人募集／楊名時太極拳生徒募集／第９回菊池市テニス協会ダ
ブルストーナメント大会／きくち親子能楽教室参加者募集／菊池
剣道会加入者募集／新緑の森で遊ぼう「新茶つみ体験」参加者募集

36
37

地域おこし協力隊通信／シリーズ菊池の企業
きくちっ子だより

38 TOPICS ～まちの話題～
42
43

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙
昨年３月に撮影した菊池公
園の桜です。昼間の桜も見
ごたえがありますが、夜
になると公園内の提灯に明
かりがともり、昼間とは一
味違った風情を楽しめます。
この日もカップルや家族連
れなど大勢の花見客が訪れ、
ライトアップされた夜桜を
見上げながら春の風物詩を
楽しんでいました。

２月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,627 人 － 26
　 菊池：24,808 人 12
　 七城： 5,382 人 － 11
　 旭志： 4,673 人 － 15
　 泗水：14,764 人 － 12
男　性：23,860 人 10
女　性：25,803 人 － 36
世　帯： 18,853 世帯 13

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,513 人 13%

15 ～
64 歳 27,628 人 56%

65 歳
以上 15,486 人 31%

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

畜産農家

斎藤公祐さん46

1_ エサやり場のほうき掃きや牛の体の掃除は、一日たりとも欠かせない大事な作業だ　
2_ 父の義雄さん、母のマユミさんの家族３人で仕事をしてきた　3_ 牛の糞を取るクシ。
大切な仕事道具だ

２１ ３

頑
張
っ
た
分
だ
け

牛
は
こ
た
え
て
く
れ
る

　
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
牛
と
一
緒
。
生
活
の

一
部
で
す
ね
。
仕
事
は
楽
し
い
し
、
天
職
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。
Ｊ
Ａ
菊
池
で
２
月
、
枝

肉
共
励
会
が
開
催
さ
れ
、
あ
か
牛
を
品
評
す

る
「
褐
毛
和
牛
の
部
」
で
金
賞
を
受
賞
。
牛

の
大
き
さ
、
肉
の
脂
肪
の
含
有
量
な
ど
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。「
大
切
に
育
て
て
き
た
牛

が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
。
受
賞
は
励
み
に

な
る
」
と
喜
ぶ
。

　

畜
産
農
家
の
３
代
目
。
小
学
生
の
頃
か
ら

家
業
を
手
伝
い
、
自
然
と
家
業
を
継
ご
う
と

考
え
て
い
た
。
現
在
は
両
親
と
と
も
に
約

２
０
０
頭
の
牛
を
飼
育
す
る
。「
牛
は
大
好

き
。
で
も
、可
愛
い
っ
て
感
情
は
無
い
か
な
」

　

生
後
10
カ
月
の
仔
牛
を
購
入
し
、
約
16
カ

月
に
わ
た
り
丁
寧
に
育
て
た
後
、
生
後
26
カ

月
ほ
ど
で
出
荷
す
る
。
肉
牛
と
し
て
育
て
る

仕
事
だ
け
に
「
牛
に
情
が
湧
い
た
ら
、
仕
事

が
し
に
く
い
ん
だ
」
と
本
音
を
漏
ら
す
。

　

毎
朝
５
時
の
牛
舎
の
確
認
か
ら
始
ま
り
、

牛
の
体
調
管
理
や
餌
や
り
、
掃
除
な
ど
地
道

な
積
み
重
ね
が
必
要
な
仕
事
。
ち
ょ
っ
と
し

た
牛
の
変
化
を
見
逃
す
と
、
病
気
を
引
き
起

こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。「
牛
は
す
ご

く
デ
リ
ケ
ー
ト
。
同
じ
よ
う
に
育
て
て
も
個

体
差
が
あ
る
。
ど
の
牛
が
大
き
く
な
る
か
の

見
極
め
も
簡
単
じ
ゃ
な
い
」
と
生
き
物
を
相

手
に
す
る
難
し
さ
を
説
明
す
る
。

　
「
あ
か
牛
と
言
え
ば
阿
蘇
が
有
名
。
で
も
、

菊
池
産
も
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が

こ
ぞ
っ
て
選
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
牛
を
育
て

て
い
き
た
い
で
す
」。
ま
だ
20
代
。
４
月
か

ら
は
弟
も
家
業
を
手
伝
っ
て
い
る
。
将
来
は

菊
池
の
畜
産
を
牽
引
す
る
農
家
に
な
る
に
違

い
な
い
。

Profile　さいとう・こうすけ
平成元年２月 17 日生まれ。褐毛和
種（あか牛）を中心に育てる畜産農家。
22 歳から家業に入り、県共励会の黒
毛和牛でも 2 位にあたる銀賞の経験
がある。趣味は釣り。剣道三段の腕
前で、高校時代には県団体戦で準優
勝の実績を持つ。九の峰在住。28 歳。

　平成 26 年４月の消費税率引上げによる負担緩和を
目的に、臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します。
　この給付金は、消費税率引上げ（8% → 10%）が
２年半延期されたことを踏まえ、国の経済対策の一
環として、４月から平成 31 年９月までの２年半分を
一括支給するものです。
◆対象者　平成 28 年１月１日時点で住民票が市内に
あり、平成 28 年度市県民税（均等割）が非課税の人
※�課税者の扶養になっている人や、生活保護制度の

被保護者、給付決定前に亡くなられた人は対象外
です。

◆支給額　１人 15,000 円
◆申請期間　４月 17 日㈪～ 10 月 17 日㈫
◆申請方法　４月中旬に対象者へ申請書を郵送しま
す。申請書に必要事項を記入し、添付書類（給付対
象者全員分の本人確認書類・振込先金融機関口座確
認書類）の写しを貼り付けて返送してください。窓
口でも受け付けます。
◆受付窓口　臨時福祉給付金推進室、各支所市民生
活課
◆受付時間　㈯㈰㈷除く 午前８時 30 分～午後５時
※�窓口申請は混乱することが予想されます。郵送に

よる申請にご協力ください。
問臨時福祉給付金推進室　☎ 0968(25)1297

Hot 
in

fo
rm

ation

臨時福祉給付金を支給します
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Q1　③　以前は３日ともいわれていま
したが、支援物資がすぐに届くとは限り
ません。家の中に備蓄場所を確保できな
いときは、普段から使っている食材と組
み合わせましょう。

Q2　②　もしお父さんやお母さんがい
ないときは、近所の知っている大人の人
の言うことをよく聞いて行動しましょ
う。普段から家族で災害が起きたときの
集合場所を決めておくと良いです。

Q3　全て正解　①は食材の調理に。②
はおにぎりを握ったり皿に使ったり。③
は給水に便利。④はご飯も汁物もできる。
⑤は体やテーブル拭きに。⑥はオムツや
トイレマット、おねしょシーツにも。

Q4　②　地震や地震による火災・津波
の損害は、地震保険に入っていないと補
償されません。

Q5　③　すぐに持ち出せるよう出口に
近い場所に置きましょう。車のトランク
や外の物置などにも置けば家が被害を受
けて取り出せないときに安心です。

Q6　②　大きな揺れのときに無理して
火を消そうとするとやけどする危険があ
ります。揺れを感じたらコンロから離れ
て、揺れが収まってから慌てずに火を消
しましょう。

Q7　②　長時間、足や腕などが重い物
の下敷きになっていると体の中に毒素が
発生します。そのため、急に家具を取り
除くと毒素が血液をめぐり心肺停止など
を引き起こすことがあり危険です。

Q8　③　野菜類が 34.4％で最も多く、
魚類 20.5％、肉類 10.5％を上回りまし
た。備蓄食品は乾パン、アルファ米、イ
ンスタント麺などが多く、災害時は野菜
不足に陥りがち。健康維持のために野菜
ジュースや缶詰・レトルト・瓶詰など
毎食一つ備蓄することをお勧めします。

Q9　②　「171」に電話すると、案内
に従って録音や再生ができます。１回に
録音できるのは 30 秒まで、保存期間は
48 時間です。毎月 1 日、15 日などに
体験日が用意されています。ちなみに、
①は「119」、③は「118」です。

Q10　①　大好きなものがそばにあると
心が落ち着き、嫌なことを少しでも忘れ
られます。親が話を聞いてあげたり抱き
しめてあげたりすることも大切。備蓄に
好きなお菓子を入れるのも良いですよ。

★クイズの答え★ 家
庭
で
で
き
る

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

防
災
術

県
は
３
月
、
熊
本
地
震
に
関
す

る
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
公
表
し
ま
し
た
。
有
効
回
答
数

の
う
ち
、
約
７
割
の
人
が
自
宅
以

外
に
避
難
し
た
と
回
答
。
そ
の
多

く
が
支
援
物
資
が
届
き
に
く
い
自

動
車
の
中
や
親
戚
・
知
人
宅
な
ど

で
過
ご
し
て
い
ま
す
（
左
図
）。
自

宅
を
含
む
避
難
生
活
で
は
、
食
料

や
水
に
困
っ
た
と
の
回
答
が
最
も

多
く
、
家
庭
で
の
備
え
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
４
月
で
１
年
を

迎
え
ま
す
。
次
の
災
害
に
備
え
る

た
め
に
、
も
う
一
度
“
家
庭
で
で

き
る
備
え
”
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

災
害
へ
の
備
え
（
自
助
）
で

悪
か
っ
た
点
・
改
善
す
べ
き
点

・�

ま
さ
か
水
が
出
な
く
な
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
備
蓄

水
を
買
い
足
し
て
い
な
か
っ
た
。

・�

食
料
の
備
え
な
ど
準
備
し
な
け

れ
ば
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
地
震

は
起
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
油

断
が
あ
り
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

・
家
具
を
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

・�

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人

が
い
て
、
食
料
の
配
給
時
に
不
快

な
思
い
を
し
た
。
水
の
備
蓄
は
本

当
に
大
切
だ
と
思
っ
た
。

・�

停
電
、
断
水
な
ど
思
い
が
け
な
い

こ
と
が
続
き
、
ガ
ソ
リ
ン
や
食

料
、
水
の
確
保
が
全
く
で
き
ず
、

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
。

　
※
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
意
外

と
役
に
立
っ
た
も
の
は
ど
れ
？

①
キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み　

②
ラ
ッ
プ　

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　
④
土
鍋

⑤
ベ
ビ
ー
用
お
し
り
ふ
き

⑥
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト

倒
れ
た
家
具
に
足
を
挟
ま
れ
て
長

い
時
間
動
け
な
く
て
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
ま
す
。
ど
う
す
る
？

①
家
具
を
持
ち
上
げ
て
助
け
出
す

②
救
助
隊
が
来
る
の
を
待
つ　

③
挟
ま
れ
て
い
る
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

火
を
使
っ
て
い
る
と
き
に
大

き
な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

ど
う
す
る
？

①
急
い
で
火
を
消
す

②
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
火
を
消
す

避
難
グ
ッ
ズ
を
入
れ
た

「
非
常
用
持
出
袋
」。

ど
こ
に
置
く
の
が
い
い
？

①
押
入
れ

②
台
所

③
玄
関

地
震
が
起
き
て
火
事
に
な
っ

た
。
経
済
的
な
家
の
備
え
と
し

て
火
災
保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば
安
心
？

①
〇

②
×

Q3Q5

Q7

Q4Q6

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
市
町
村
指
定
避
難
所

指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
所

指
定
避
難
所
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
避
難
所

福
祉
避
難
所

親
戚
・
知
人
宅

自
動
車
の
中

※
自
動
車
の
中（
避
難
所
）

※
自
動
車
の
中（
店
舗
な
ど
）

※
自
動
車
の
中（
自
宅
や
道
路
）

※
自
動
車
の
中（
医
療
・
福
祉
施
設
）

※
自
動
車
の
中（
そ
の
他
）

自
動
車
を
除
く
屋
外

そ
の
他

未
回
答

615 567

1,568

50
218

10

244
132

14

【図】熊本地震のときに避難した場所
対象：�回答者 3,381人中、自宅

以外に避難した 2,297人

（人）

※県民アンケートから抜粋

Kikuchi area public relations li

ais
on

 c
ou

nc
il 

菊池地域合同特集

★防災クイズ★
いくつ正解できるかな！？

Q10
子
ど
も
だ
け
で
家
に

い
る
と
き
に
大
地
震

発
生
！
ど
う
す
る
？

①
急
い
で
避
難
所
へ
向
か
う

②
近
所
の
大
人
の
言
う
こ
と
を
聞
く

③
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
待
つ

Q2

も
し
も
の
と
き
の
備
蓄

食
料
、
何
日
分
必
要
？

①
１
日
分

②
３
日
分

③
１
週
間
分

Q1

※内訳
（重複あり）

237
37

179

831

597

災
害
時
に
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
を
減

ら
す
た
め
に
用
意
し
て
お
く
と
良
い

も
の
は
？

①
大
好
き
な
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

②
精
神
安
定
剤

③
毛
布

阪
神
淡
路
大
震
災
発
生
後
の
避
難
所

生
活
者
へ
の
聞
き
取
り
で
分
か
っ
た

一
番
食
べ
た
か
っ
た
料
理
は
ど
れ
？

①
魚
類　
　
②
肉
類

③
野
菜
類　
④
お
米

⑤
パ
ン
類　
⑥
麺
類

Q8

「
１
７
１
」
に
電
話
。

ど
こ
に
つ
な
が
る
？

①
消
防
・
救
急

②
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

③
海
上
の
事
件
・
事
故
の
急
報

Q9
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も
の
好
き
な
お
菓
子
な
ど
食
べ
慣
れ
た
も
の

を
多
め
に
買
い
、
生
活
の
中
で
使
っ
て
は
補

充
す
る
②
ガ
ソ
リ
ン
は
半
分
に
な
っ
た
ら
満

タ
ン
に
す
る
③
使
わ
な
く
な
っ
た
文
房
具
や

試
供
品
を
防
災
袋
に
ま
と
め
る
④
家
や
車
な

ど
複
数
に
分
け
て
備
蓄
す
る
─
な
ど
、
日
常

生
活
の
延
長
で
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

乗
り
越
え
る
た
め
に
知
恵
を
絞
る

　

災
害
時
の
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
な
ど
、

家
族
で
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
私

の
場
合
は
自
宅
が
古
く
壊
れ
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
一
緒
に
い
な
い
と
き
は
家
で
な
く
公

民
館
で
待
つ
よ
う
に
約
束
し
て
い
ま
す
。
笛

を
ぶ
ら
下
げ
た
名
札
ケ
ー
ス
に
名
前
や
住

所
、
血
液
型
な
ど
を
書
い
た
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ー
ド（
下
）、
家
族
の
写
真
、
公
衆
電
話

用
の
10
円
玉
を
入
れ
、
家
族
を
探
す
手
掛
か

り
に
な
る
よ
う
備
え
て
い
ま
す
。

　
離
乳
食
や
ア
レ
ル
ギ
ー
食
、
オ
ム
ツ
な
ど

一
部
の
人
し
か
使
わ
な
い
も
の
、
子
ど
も
の

靴
な
ど
サ
イ
ズ
の
あ
る
も
の
、
ス
ト
レ
ス
を

「
こ
れ
な
ら
で
き
る
」を
続
け
る

　
「
防
災
」
と
聞
く
と
固
く
構
え
た
り
、
男

性
が
取
り
組
む
も
の
と
考
え
た
り
す
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
り
の

人
の
変
化
や
、
妊
婦
な
ど
少
数
の
声
に
気
付

く
女
性
の
感
性
は
避
難
生
活
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
に
防
災
に

つ
な
が
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
女

性
・
マ
マ
の
皆
さ
ん
に
も
興
味
を
持
っ
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　
た
だ
、
完
璧
を
目
指
す
と
疲
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ベ
ス
ト
で
は
な
く
、
あ
な
た
に
と
っ

て
の
ベ
タ
ー
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
防
災
や

備
え
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
れ
な
ら

で
き
る
」
と
い
う
備
え
を
家
族
で
楽
し
み
な

が
ら
無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
日
常
備
蓄
」を
楽
し
む

　
私
が
お
勧
め
す
る
の
は
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
ら
れ
る「
日
常
備
蓄
」で
す
。
例
え
ば
、

①
特
売
日
に
缶
詰
や
カ
ッ
プ
麺
、
水
、
子
ど

歌うママ防災士
柳原志保さん

和
ら
げ
る
た
め
の
好
物
な
ど
、
避
難
所
に
な

い
も
の
を
蓄
え
る
工
夫
も
必
要
で
す
。

　
次
に
起
こ
る
災
害
で
は
熊
本
地
震
の
と
き

の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
物
資
を
求
め
た
り
、
遠

出
を
す
れ
ば
物
が
買
え
た
り
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
買
い
物
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
作
る
オ
ム
ツ
、
新
聞
紙
で

作
る
ス
リ
ッ
パ
、
ツ
ナ
缶
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
で
作
る
ラ
ン
プ
、
粉
ミ
ル
ク
代
わ

り
の
砂
糖
水
な
ど
、
今
あ
る
も
の
を
工
夫
し

て
使
う
な
ど
知
恵
を
絞
る
こ
と
が
家
族
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
親
の
不
安
は
子

ど
も
に
伝
わ
る
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

慌
て
な
い
よ
う
備
え
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

Profile　やなぎはら・しほ
宮城県出身。和水町在住の２児
の母。2014 年に防災士の資格
を取り、テレビやラジオに出演
する他、県内各地で防災につい
て講演。講話の最後に東日本大
震災復興支援ソング『花は咲く』
を歌い、防災の啓発活動を行う。

　菊池市、合志市、菊陽
町合同で開催していま
す。費用は自治体が補助。
日程など詳しい内容が決
まり次第広報紙などでお
知らせします。

東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
を
経
験
し
た
防
災
士
の
柳
原
志
保
さ
ん
に
、

家
庭
で
で
き
る
防
災
に
つ
い
て
話
を
聴
き
ま
し
た
。

無
理
な
く
楽
し
む
防
災
術
と
は

完
璧
じ
ゃ
な
く
て
い
い
─

名前

アレルギーや普段使っている薬の名前
ふりがな

住所

家族の名前・連絡先

遠くの親戚などの名前・連絡先

生年月日 血液型

枠線に沿って切り取り、家族の写真、保険証のコピー、10 円玉、笛など
と一緒に、玄関先など持ち出しやすく家族が分かるところに備えましょう。柳原さん監修 パーソナルカード

マ
マ
目
線
の　災害時の対応や備えについて正しい知識を

身に付け、自助や共助につなげたいと思い２
月の防災士養成講座を受講しました。熊本地
震を経験し、防災の基本は自助とあらためて
感じました。家族や隣人を助けるには、まず
自分の命を守らなければなりません。非常持
ち出し品を準備したり講座で学んだことを周
りに教えたりなど、自分にできることから始
めたいと思います。日ごろの地域活動などに
も積極的に参加し、非常時に備えた関係づく
りを進めていきたいと思います。

　１年間を振り返り、復興に向けた取り組みをさらに
力強く進めることを目的に開催します。

■と　き　４月16日（日）午前 10 時～
■ところ　菊池市文化会館　
■�主な内容　感謝状贈呈、ドキュメントムー

ビー「負けんばい菊池負けんばい熊本」放
映、基調講演、災害に強いまちづくり宣言

■問い合わせ先
　防災交通課　☎ 0968（25）7203

　４月上旬、各世帯に県の防災ハンドブックを配布して
います。過去の経験を基に地震や風水害など災害から身
を守る方法を紹介してあります。ぜひご活用ください。

防災ハンドブックを配布しました

地域住民同士の交流で防災力を高めたい

山
や ま

本
も と

明
あ す

香
か

さん
（大津町）

熊本地震で活躍

後
ご

藤
と う

ひとみさん
（深川）

新人防災士

私たちは
防災士です

非常時に備えて関係づくりを強化

一
人
一
人
が“
防
災
の
担
い
手
”

　　
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
地
域
の
人
た
ち

の
優
し
さ
を
感
じ
続
け
た
」「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
重
要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
備
え
だ
け
で
な
く
、
被

災
者
同
士
で
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
も
多

く
の
人
が
感
じ
て
い
ま
す
。
隣
近
所
で
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
も
、
自
分
や
家
族
を
守
る

第
一
歩
。
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
き
は
、
防
災
士
と
い
う
選

択
肢
も
あ
り
ま
す
。
災
害
時
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
助
け
、
助
け
ら
れ
る
“
防
災
の
担

　社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期
待される、地域の防災リーダーです。十分な防災
意識と防災に関する一定の知識・技能を修得した
人を日本防災士機構が認証します。

　東日本大震災を埼玉県で経験し、実家のあ
る大津町へ移住。町の防災士育成補助と地元
区長の勧めもあり、防災意識を高める良い機
会だと思って防災士養成講座を受けました。
　熊本地震では主に避難所運営に関わりまし
た。防災士の知識を生かし、発災直後には人
が押し寄せることを予測。いち早く避難所に
駆けつけ、けが人の応急処置や行政との連絡
役などに携わりました。そのとき、助け合う
人々の姿を見て地域住民同士の交流の大切さ
を実感したんです。日ごろから声かけや顔の

1大津町で開催された防災講演会。パー
ソナルカードのメリットを説明
23新聞紙で即席スリッパ作りを実践。
母親目線による防災の取り組みに共感
する人は男女問わず多い

2 3

1

防災士とは

防災士養成講座を開催しています

見えるお付き合いができていると、子どもを
見てもらったり、体調が悪いときに助けても
らったり、支援の輪が自然に広がっていくこ
とが分かりました。こうした共助の大切さを
啓発していきたいです。
　災害はいつ起こるか分かりません。もし日
中に災害が起こったとき、対処できるのは家
にいることが多い女性や子どもたちです。女
性や子どもたちにも楽しみながら簡単にでき
る防災訓練などを企画して、町の防災力を高
めていきたいと思います。

Kikuchi area public relations liaiso
n 

co
un

cil
 

菊池地域
合同特集

い
手
”
に
な
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
備
蓄
は
一
見
自
助
で
す
が
、
実
は
共
助

で
も
あ
る
ん
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
助
で
き

る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
よ
り
支
援
を
必
要

と
す
る
人
に
人
手
や
物
資
が
行
き
渡
る
よ
う

に
な
る
か
ら
」
と
柳
原
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

自
分
を
助
け
る
こ
と
が
人
助
け
に
な
る
─
。

そ
う
考
え
る
と
、
家
庭
の
備
え
が
よ
り
有
意

義
に
な
り
、
や
り
が
い
も
増
し
て
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
が
ま
ち
の
防
災

力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず

で
す
。熊本地震復興の集い ～復旧から復光へ～
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２
０
０
人
超
の
市
民
が
参
加

　

脚
本
、
出
演
者
、
裏
方
の
ス
タ
ッ
フ
。

全
て
菊
池
市
民
に
よ
る
手
作
り
の
市
民
劇

「
つ
む
ぐ
」
が
、
１
月
29
日
に
市
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
劇
に

は
約
１
０
０
人
の
市
民
が
出
演
。
運
営
ス

タ
ッ
フ
や
裏
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
合
わ

せ
る
と
、
総
勢
２
０
０
人
を
超
え
る
市
民

が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
約
８
０
０

人
が
来
場
し
会
場
は
満
席
に
。
家
族
や
知

人
の
晴
れ
舞
台
を
見
に
来
る
人
も
多
く
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
市
民
劇
は
２
年
ぶ
り
の
上
演
。
菊
池
一

族
を
テ
ー
マ
に
し
た
前
回
と
違
い
、
今
回

は
泗
水
、
七
城
、
菊
池
、
旭
志
の
４
地
域

の
歴
史
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
男
性
と
と
も
に
タ
イ
ム
ト
ラ

ベ
ル
し
な
が
ら
各
場
面
を
巡
り
、
地
域
の

歴
史
を
訪
ね
旅
に
出
る
物
語
で
す
。

菊
池
市
民
劇

第２回

６
８

10

１
３ ２

７
４

９

５

時
を
超
え
て
紡
が
れ
る
菊
池
物
語
─

1_ 冨田甚平さんを熱演 2_ コレラと戦
う決意を固める増田敬太郎さん 3_不思
議なおじさんと子どもたちの出会い 4_
歴史を知り尽くした旭志の老僧様 5_ コ
レラに悩まされる村の人たち 6_ 子ども
たちによるホタルの舞い 7_ 増田さんの
殉職シーン 8_「袖ヶ浦の別れ」の一場
面 9_ 湿田の調査をする甚平さんを見守
る 10_ 多くの子ども鎧武者が出演した

４
地
区
の
歴
史
を
た
ど
る
旅

　
泗
水
の
題
材
は
、
コ
レ
ラ
と
戦
っ
た
警

察
官
の
増ま

す

田だ

敬け
い

太た

郎ろ
う

さ
ん
。
明
治
時
代
に

佐
賀
県
の
入
野
村
（
現
唐
津
市
）
へ
配
属

さ
れ
、
命
と
引
き
換
え
に
コ
レ
ラ
か
ら
村

を
守
り
ま
し
た
。
七
城
は
冨と

み

田た

甚じ
ん

平ぺ
い

さ
ん

が
主
役
。
湿
田
を
排
水
す
る
土
地
の
改
良

に
成
功
し
、
稲
の
生
産
を
飛
躍
的
に
増
や

し
た
話
で
す
。
菊
池
は
菊
池
一
族
。
博
多

の
息
浜
で
、
探
題
を
倒
す
た
め
に
援
軍
を

待
つ
「
袖
ヶ
浦
の
別
れ
」
の
シ
ー
ン
を
再

現
。
旭
志
の
場
面
で
は
老
僧
と
乙
姫
が
登

場
。
洞
窟
内
で
子
ど
も
た
ち
と
菊
池
の
歴

史
を
語
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
序
幕
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
加

え
、
劇
の
構
成
は
計
６
幕
。
各
地
域
と
も

稽
古
に
励
ん
だ
甲
斐
あ
っ
て
か
、
息
の

合
っ
た
芝
居
を
披
露
。
子
ど
も
た
ち
が
４

地
域
を
舞
台
に
冒
険
を
繰
り
広
げ
る
ス

ト
ー
リ
ー
に
、
来
場
者
た
ち
は
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
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裏方の頑張りに感謝
　舞台全般のまとめ、照明や音声の管
理、大道具の作成など、裏方全般の仕
事を中心に携わりました。裏方の皆さ
んはボランティアにも関わらず、とて
もよく頑張ってくれました。市民劇の
事後アンケートは幸いにも好意的な声
が多数。でも、我々はつくる側の人間
として、良い話を疑うスタンスは持ち
続けます。浮かれずに地に足をつけ、
先を見据えていきます。人を集める市
民劇ではなく、やりたい人が集まる市
民劇が理想ですね。

舞台監督
八
は ち

須
す

賀
か

俊
しゅん

恵
え い

さん
（横町）

姫井役
本
ほ ん

藤
ど う

潔
きよし

さん（戸豊水）

菊池市民劇「蘇れ故郷のこころ」
制作実行委員会

　　隈
く ま

部
べ

忠
た だ

宗
む ね

 会長（荒巻）

1_ 本番の立ち位置で稽古に励む
2_ 演出の指導に熱が入る
3_ メイクさんのお化粧で変身
4_こども鎧武者の着付け

▲�時代をタイムトラベルする姫井さんと子どもたち。絶妙な掛け合い
で物語の案内役を立派に務めた

場面の背景を調べて演技に入りました本格的な演劇に感動
　大役の話をいただき、最初は出演を何度
も断りました。しかし、旧４市町村をつむ
ぐ歴史のストーリーに共感したので覚悟を
決めました。姫井役は劇に出ずっぱりで、
セリフも多い。家族に劇の練習相手をして
もらい、なんとか覚えることができました。
　出演が決まった後、冨田甚平さんが発明
した道具を見に行き、増田敬太郎さんの子
孫とお話ししました。各場面の背景を知っ

　孫が出演したので本番を楽しみに
していました。出演者の皆さんの演
技が上手でびっくり。セットや衣装
も本格的で、笑いや涙ありの楽しい
劇でした。
　４つの昔話をうまくつないであり、
それぞれの地域の偉人を知ることも
できて良かったです。次回も楽しみ
にしています。

脚本・演出
大
お お

場
ば

雅
ま さ

子
こ

さん
（横町）

世
代
を
超
え
て

愛
さ
れ
る
市
民
劇
へ

　
当
初
は
11
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
。
熊
本
地
震
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
た
も
の
の
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
熱
意
の
お
か
げ
で
開
催
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
タ
イ
ト
ル
は
「
つ
む
ぐ
」。
地
域

や
人
を
つ
な
い
で
一
つ
に
し
た
い
と
の
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
泗
水
、
七
城
、
菊
池
、
旭
志
の

４
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
が
題
材
を
選

び
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
、
演
出
家
の
蜷に

な

川が
わ

幸ゆ
き

雄お

さ
ん
に
師
事
し
た
大お

お

場ば

雅ま
さ

子こ

さ
ん

が
脚
本
を
製
作
。
４
地
区
が
一
つ
に
ま
と

ま
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
泗
水
の
物
語
で
取
り
上
げ
た
警
察

官
の
増
田
敬
太
郎
さ
ん
、
七
城
の
主
役

だ
っ
た
冨
田
甚
平
さ
ん
は
、
菊
池
の
他
地

域
に
住
ん
で
い
る
と
知
ら
な
い
人
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民

劇
が
、
菊
池
の
各
地
域
の
歴
史
を
知
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
は
ず
で
す
。

　
10
年
ほ
ど
前
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
岩
手

県
遠
野
市
の
市
民
劇
「
遠
野
物
語
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
」
を
見
て
、
い
つ
か
菊
池
で
も
や

り
た
い
。
菊
池
に
も
こ
の
よ
う
な
文
化
が

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
遠
野
の
市

民
劇
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
や
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
出
演
す
る
神

楽
な
ど
も
あ
り
、
各
世
代
が
ま
ん
べ
ん
な

く
参
加
し
て
い
ま
す
。
世
代
間
の
交
流
を

と
お
し
て
、
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
継
承

す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
回
の
菊
池
の
市
民
劇
は
高
校
生
や
若

者
層
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
次
回

以
降
に
増
え
て
く
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
文
教
都
市

と
し
て
、
市
民
劇
が
醸
成
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

４
地
域
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
た
今
回
の
市
民
劇
。

携
わ
っ
た
人
た
ち
に
劇
に
か
け
る
思
い
を
聴
き
ま
し
た
。

市
民
劇
に
込
め
ら
れ
た
思
い

出演者インタビュー観覧者インタビュー

た上で劇に臨めたので、感情移入しながら
演技ができたと思います。
　今回は多くの子どもたちが参加したもの
の、若い親世代の出演が少なかったようで
す。次回以降、若者の参加が増えれば、劇
だけでなく菊池全体がもっと盛り上がるの
ではないでしょうか。参加して本当に良かっ
たです。時間と労力をかけた価値がありま
した。

１

２

３

４

アキ役
中
な か

尾
お

美
み

織
お り

さん
（泗水東小６年）

　劇の終盤で「もっとやり
たい。まだ終わりたくない」
と思いました。自分にとっ
て最高の時間でした。また
市民劇に出たいです。

ナツ役
吉
よ し

田
だ

和
の ど

香
か

さん
（七城小５年）

　長い期間練習してきたの
で、終わったときは大きな
達成感でした。セリフは多
かったけれど、間違えずに
言えたので良かったです。

ハル役
和

わ

田
だ

佳
け い

大
た

さん
（泗水中２年）

　セリフが多く、出演時間
も長いので体力を使いまし
た。でも、最後に客席から
大きな拍手をもらい参加し
て良かったと思いました。

フユ役
尾

お

畠
ば た

恋
こ

々
こ

さん
（旭志小５年）

　友達が練習相手として他
の子の役をしてくれて、助
かりました。参加者みんな
で協力して劇を作り上げて
いくのが面白かったです。

菊池市民劇

中村てるみさん
　　一

い ち

花
か

ちゃん
（道園）

４地域を一つの物語に
　脚本を作るときに心がけたのは、地
域の垣根を越えた一つの物語を作るこ
とでした。各地域で演目は決まってい
たので、一つの物語にまとめるのは難
しかったです。
　出演者が楽しめる劇になるようにも
気を付けました。舞台に立つだけなら
文化祭でもできます。みんなで協力し
合い、楽しんで参加したいと思える劇
こそ、市民劇なのだと思います。観客
の皆さんにも楽しんでもらえたなら幸
いです。菊池に市民劇の文化が根付け
ばうれしいです。
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　重要な役を演じることができ誇り
に思います。支えてくれた裏方さん
には心から感謝しています。合併後
の菊池には、地域によってはわだか
まりが残っています。市民劇のよう
に各地区が一緒に
協力することで課
題を乗り越えられ
たらいいですね。

　自分も農業で米を作っているので、
ぴったりの役柄。努力した先人の功
績を、自分の演技で市民に伝えるこ
とができたのは光栄でした。市民劇
をとおして交流が増えました。街で

「甚平さん」と声を
かけられることも
あり、反響の大き
さに驚いています。

　今回の市民劇は４地域の物語が一
つの劇にまとまり、合併後の菊池が
一つになれるきっかけになったので
はないでしょうか。出演することで
新しい出会いがあり、つながりもで
きました。厳しさ
と温かさを兼ね備
えた演技指導にも
感謝です。

　狂言の舞台に 40 年ほど立っている
ので、発声や動きが狂言にならない
よう気を付けました。市民劇は菊池
全体でまとまりながらも各地域への
愛着も深まるので、素晴らしい取り
組みだったと思い
ます。市民劇を通
して多くの人たち
と交流できました。

感謝の思いと協力する
ことの大切さ

先人の功績を
伝えることができた

菊池が一つになれる
きっかけづくりに

各地域への愛着が深ま
る良い取り組み

人
と
地
域
を
つ
む
い
だ
市
民
劇

　
た
く
さ
ん
の
市
民
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
市
民
劇
は
、
大
盛
況
で
幕
を
降
ろ
し

ま
し
た
。
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
は
拍
手

が
鳴
り
や
ま
ず
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
次
回
開
催
を
熱
望
す
る
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
４
地
域
の
歴
史
が

一
つ
の
物
語
に
な
り
、
大
勢
の
人
の
心

を
動
か
し
た
よ
う
で
す
。

　
脚
本
・
演
出
を
担
当
し
た
大
場
さ
ん

は
こ
う
打
ち
明
け
ま
す
。「
実
を
言
う

と
、
最
初
は
小
学
生
が
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ

ル
を
す
る
内
容
で
は
な
く
、
４
地
区
そ

れ
ぞ
れ
が
単
独
の
劇
を
演
じ
る
予
定

だ
っ
た
ん
で
す
」。
隈
部
会
長
も
「
当

初
は
各
地
区
の
会
場
で
開
催
す
る
案
ま

で
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
だ
と
地

域
や
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
劇
の
つ
な
が
り
が
な
い
と
、
自
分

の
地
区
だ
け
見
て
満
足
し
て
帰
っ
て
し

ま
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
物
語
一
つ

の
中
に
４
地
区
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
に
意
味
が
あ
り
ま
し
た
」
と
八
須
賀

さ
ん
も
思
い
を
語
り
ま
す
。
市
町
村
合

併
か
ら
12
年
、
も
っ
と
地
域
と
人
を
つ

な
げ
、
菊
池
市
を
一
つ
に
し
た
い
─
。

そ
の
思
い
が
今
回
の
成
功
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

市
民
の
心
を
一
つ
に

　
「
他
の
学
校
の
子
と
友
達
に
な
れ
た
」

「
地
域
を
超
え
て
交
流
の
輪
が
広
が
っ

た
」「
隣
の
地
域
に
は
こ
ん
な
に
す
ご

い
人
が
い
た
の
か
と
う
れ
し
く
な
っ

た
。
菊
池
を
誇
り
に
思
う
」
と
、
出
演

者
は
口
々
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
市
民

劇
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
交
流
が
生
ま

れ
、
郷
土
愛
も
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

観
客
も
「
皆
さ
ん
が
協
力
し
、
一
丸
と

な
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
た
」「
感

動
し
て
涙
が
出
た
。
み
ん
な
の
心
が
一

つ
に
な
れ
る
良
い
企
画
。
ぜ
ひ
続
け
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
人
の
絆
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
反
響
を
受
け
、
隈
部

会
長
も
手
応
え
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

「『
次
は
ぜ
ひ
出
演
し
た
い
』
と
い
う
声

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
思
い

を
絶
や
さ
ず
、
さ
ら
に
菊
池
が
一
つ
に

な
れ
る
よ
う
に
続
け
て
い
き
た
い
」

　

地
域
の
宝
を
住
民
が
掘
り
起
こ
し
、

魅
力
に
変
え
て
、
共
有
し
、
継
承
す
る

─
。
市
民
劇
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
要

素
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
菊

池
に
根
付
き
、
幅
広
い
世
代
で
愛
さ
れ

る
市
民
劇
に
な
っ
た
と
き
、
さ
ら
に
大

き
な
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

増田敬太郎役　中
な か

尾
お

秀
ひ で

人
と

さん（福本二） 冨田甚平（成年）役　栃
と ち

原
は ら

賢
け ん

一
い ち

さん（加恵）乙姫役　中
な か

村
む ら

巴
ともえ

さん（高柳） 菊池武時役　山
や ま

内
う ち

理
ま さ

至
し

さん（立石）

▶�郷土の偉人になり
きって熱演

▶�甚平さんになりきり
迫真の立ち回り

▶�日舞の心得で落ち
着いた演技を披露

▶�狂言の舞台経験を
生かし役に臨む

泗 水 七 城旭 志 菊 池

菊池市民劇
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足腰の弱りや健康上の
不安がある

一般高齢者
（お元気高齢者）

介護予防サービス・
生活支援サービス対象者 要支援１•２の認定 要介護１～５の認定

介護予防サービス
（介護保険による給付）

これまでどおり

地域包括支援センター（または各総合支所総務民生課）に相談

日常生活や健康状態について「基本チェックリスト」（※１）で確認

家事（掃除・買物・調理等）
を手伝って欲しい 介護が必要になった

介護保険の申請（※２）

ケアプラン（※ 3）の作成

「介護予防・日常生活支援総合事業」（総合事業）

一般介護予防事業 訪問型サービス これまでどおり

通所型サービス

その他の生活支援サービス

◆介護予防教室
　�保健師・看護師・管

理栄養士・歯科衛生
士による出前講座

◆介護予防訪問指導
　�保健師・看護師・管

理栄養士・歯科衛生
士による訪問指導

◆�訪問介護（ホームヘルプサービ
ス）

　�掃除、買い物、調理、入浴や
排泄の介助など

◆�歯科衛生士、管理栄養士によ
る短期集中型サービス

◆�生活支援サポーター（有償ボ
ランティア）による支援

　�ゴミ出し、代筆、簡単な調理
など

○訪問看護
○通所リハビリ（デイケア）
○訪問リハビリ
○�短期入所生活介護（ショートス

テイ）
○小規模多機能型生活介護
○認知症対応型通所介護
○福祉用具貸与（レンタル）
○住宅改修　など
※�現行の「訪問介護」と「通所介護」

は左の訪問型・通所型に移行◆通所介護（デイサービス）
◆短期集中型サービス

◆�高齢者友愛訪問（声かけ・話し
相手）

サービスの利用の流れ

問い合わせ・相談は、菊池市地域包括支援センター（高齢支援課地域包括支援係）へ
地域包括支援センターは、高齢者の皆さんに関する相談窓口です。
皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らすための支援を行います。気軽にご相談ください。

訪問介護と通所介護の
仕組みが変わります

※１．�身体・口腔・栄養・認知面に関する
質問票

※２．�40 ～ 64 歳で介護が必要な人は、
チェックリストではなく介護保険
申請が必要

※３．�どんなサービスをどのように利用す
るかを記した介護計画書

　これまでは、体の状態にかかわらず利用者全員が
一律のサービスを受けていましたが、４月からは体の
状態に合わせた内容のサービスを実施します。
　新しい「訪問型Ａ」および「通所型Ａ」サービスは、
入浴介助や移動介助などの身体介助を必要としない
人が対象です。
　利用料についても１カ月単位の一律の金額でした

が、利用した回数に応じた負担となり、さらに身体介
助を必要としないので、利用料金は安くなります。
　できるだけ介護を必要としない状態を維持する「介
護予防」に重点を置いた内容のサービスを提供しま
すので、心身機能のますますの向上が期待できます。
　要介護認定（１～５）を受けている人は、これまでど
おり介護サービスを利用できます。

対象は身体介助の
必要な人

　
入浴介助や移動介助などの
身体介助が不要な人は「訪問
型Ａ」「通所型Ａ」が利用で
きます。身体介助が必要な人
は、引き続き訪問介護、通所
介護を利用できます。

対象者

心身の健康を
サポートします

できるだけ介護を必要とし
ない状態を維持できるよう
に「介護予防」に重点を置き、
本人の力を生かしながら支
援します。

目指すこと

利用料は
使った分だけ

身体介助が不要な分、１回当
たりの利用料金は安くなり、
さらにサービスを利用した
回数分の負担となります。

利用料

基準緩和サービス A
訪問型サービス A
通所型サービス A

訪問介護
通所介護

（変更なし）

身体介助が不要 身体介助が必要
訪問介護

通所介護

これまで ４月１日から

要支援１・２の認定者と総合事業対象者の皆さん

【問い合わせ先】
�地域包括支援センター（高齢支援課 地域包括支援係 ）
☎0968（25）7216
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菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
史
跡
め
ぐ
り

　

11
月
５
日
、
昨
年
に
続
き
今
回
で

３
回
目
の
ふ
る
さ
と
か
る
た
史
跡
巡

り
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
内
小
学
校

の
１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
11
人
の

参
加
が
あ
り
、
旭
志
・
泗
水
・
七
城

の
12
カ
所
の
史
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

菊
池
市
文
化
振
興
係
の
高
見
さ
ん

の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
、
か
る
た
を

全
員
で
唱
和
。
史
跡
巡
り
ク
イ
ズ
も

実
施
し
、
１
年
生
が
見
事
１
位
に
輝

き
ま
し
た
。

　

各
場
所
で
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
児

童
が
い
た
の
で
、尋
ね
た
と
こ
ろ
「
歴

史
が
好
き
で
す
。
将
来
は
社
会
の
先七城「西郷南洲先生祖先発祥の地」

問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.42

菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
大
会

　

菊
池
の
名
所
や
史
跡
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
始
ま
っ
た
菊
池
ふ
る
さ
と

か
る
た
大
会
も
、
こ
と
し
で
９
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
市
内
全
小
学
校
か

ら
35
チ
ー
ム
１
２
２
人
の
参
加
が
あ

り
、
応
援
に
来
ら
れ
た
保
護
者
も
多

く
、
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
を
受
け
試
合
開
始
。
子
ど

も
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
試
合
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
、
順

位
決
定
戦
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
試
合

は
白
熱
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
練
習
を
し
て
き
た
様
子
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。

　

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
共
に
頑
張

り
支
え
あ
っ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
試
合
結
果
以
上
の
も
の

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
有あ

り

田た

征せ
い

二じ

九
州
青
少
年
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会

　

10
月
19
日
、
熊
本
県
青
少
年
育
成

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
絡
協
議
会
の
山や

ま

田だ

大た
い

蔵ぞ
う

会
長
が
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
、

「
青
少
年
の
健
全
育
成
に
役
立
て
て
欲

し
い
」
と
菊
池
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
に
５
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
田
教
育
長
は
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

市内からたくさんの児童が参加

生
に
な
り
た
い
」
と
元
気
よ
く
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
夢
が
か
な
う
こ
と

を
願
い
、
か
る
た
大
会
で
の
健
闘
を

祈
り
な
が
ら
史
跡
巡
り
を
終
え
ま
し

た
。　
　
　
　
　

  　
　
　
東ひ

が
し　

裕ひ
ろ

教の
り

　
初
日
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長

の
田た

嶋し
ま

幸こ
う

三ぞ
う

氏
が
「
夢
が
あ
る
か
ら
強

く
な
る
～
常
に
世
界
を
め
ざ
し
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
こ
れ
ま
で
の
日
本

サ
ッ
カ
ー
の
取
り
組
み
の
根
底
に
は
、

常
に
世
界
に
挑
戦
す
る
と
い
う
夢
を
持

ち
、
い
ろ
い
ろ
な
指
導
や
活
動
を
し
て

い
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
何
事
も
成

功
を
導
く
た
め
に
は
、
夢
を
持
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
教
え
ら
れ
し
た
。

　
２
日
目
は
「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

契
機
と
し
た
地
域
の
振
興
」
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

と
て
も
充
実
し
た
研
修
で
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
菊
池
市
で
県
の
研

究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
特
色
の
あ
る
お
も
て
な
し
で
盛
り

上
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
10
日
に
七
城
体
育
館
で
地
区

別
研
修
会
を
開
催
。
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
資
質
向
上
を
目
的
に
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
専
門
家

や
指
導
者
を
講
師
に
招
き
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で

県
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
副
会
長

の
上う

え

野の

祥し
ょ
う

子こ

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン

ケ
ン
や
ゲ
ー
ム
を
使
い
表
現
共
有
す

る
講
習
で
し
た
。
ド
タ
バ
タ
と
走
り

回
っ
た
り
、
素
早
く
行
動
し
た
り
と
、

想
像
以
上
に
体
力
を
使
う
内
容
で
し

た
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
（
思

い
を
伝
え
る
）
大
切
さ
や
難
し
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
技
研
修
は
フ
ラ
バ
ー
ル
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
の
試
合
対
戦
と
な
り
、
初
め

て
体
験
す
る
人
た
ち
も
居
て
和
気
あ

い
あ
い
の
プ
レ
ー
の
中
に
も 

珍
プ

レ
ー
好
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
少
し
本

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

エ
ン
ジ
ョ
イス
ポ
ー
ツ
問い合わせ先

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

No.37

　
２
月
11
日
・
12
日
に
熊
本
県
で
、
九

州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

全
員
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
県
と
九
州
の
開
催
地
が
重

な
っ
た
た
め
、
熊
本
市
の
ア
ク
ア
ド
ー

ム
く
ま
も
と
で
同
日
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
お
も

て
な
し
武
将
隊
の
勝
ど
き
で
始
ま
り
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ひ
ご
ま
る
君
の
ダ
ン
ス
や

く
ま
モ
ン
と
エ
ア
ロ
ビ
選
手
大お

お
村む

ら
詠え

い
一い

ち

さ
ん
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
、
く
ま
モ
ン
体

操
で
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
生
で

見
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
キ
レ
ッ
キ
レ
の
ダ

ン
ス
に
笑
い
と
感
動
の
あ
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
以
下
：
推
進

委
員
）
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。
職
務
規
則
で
は
、
住
民
の
求

め
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
を

行
う
こ
と
や
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進

す
る
た
め
組
織
の
育
成
を
図
る
こ
と
、

学
校
・
公
民
館
な
ど
の
教
育
機
関
や
行

政
機
関
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
に

関
し
て
、
求
め
に
応
じ
協
力
す
る
こ
と

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
の
部
活
動

が
社
会
体
育
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
各
小
学
校
で
は
、
推
進
委
員
や
指

導
者
を
探
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
行

に
向
け
た
説
明
会
や
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行
は
、

子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
低
下
や
指
導

者
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え

て
お
り
、
推
進
委
員
の
役
割
は
、
今
後

さ
ら
に
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
推
進
委
員
と
は
別
に
、
こ
と
し
は
地

区
の
体
育
委
員
長
を
任
せ
ら
れ
ま
し

た
。
何
を
し
た
ら
い
い
か
、
昨
年
同
様

の
行
事
で
い
い
の
か
と
悩
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
住
民
と
話
し
合
い
、
推

進
委
員
の
経
験
を
生
か
し
て
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
た
り
し
な
が
ら
、

健
康
維
持
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長　
小
林
孝
夫

気
モ
ー
ド
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
人
権
勉
強
会
も

加
え
ら
れ
今
ま
で
に
も
増
し
て
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

市スポーツ推進委員

九州各県から多くの推進委員が集いました

コミュニケ―ションの実践練習フラバールボールバレー

地
区
別
研
修
会

九
州
地
区
研
究
大
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
役
割

墨
染
桜
（
龍
門
・
寺
大
野
）

　

菊
池
14
代
武た

け

士ひ
と

公
は
、
鳳ほ

う

儀ぎ

山ざ
ん

聖

護
寺
大だ

い

智ち

禅ぜ
ん

師じ

の
教
え
に
よ
り
21
歳

で
出
家
。
諸
国
を
回
り
帰
国
し
て
、

寺
小
野
大
円
寺
の
桜
を
見
て
、「
袖
ふ

れ
し　

花
も
昔
を　

忘
れ
ず
ば　

我わ

が
墨
染
を
あ
わ
れ
と
は
見
よ
」
と
詠

ま
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
桜
は
、
武
士

の
故
事
に
ち
な
ん
で
墨
染
桜
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

菊
池
ふ
る
さ
と

第3回

か
る
た

は
花
祭
り

　

武た
け

士ひ
と

し
の
ぶ

　
　

墨す
み

染ぞ
め

桜ざ
く
ら

ふるさとかるた史跡めぐり

原田教育長に寄附金が手渡されました

泗水「いちいがし」
大きな木の根っこに子どもたちもびっくり！

熱戦が繰り広げられました

旭志「乙姫神社」

17 162017 April広報きくち2017 April広報きくち



▼第 1 号被保険者（自営業者、学生、フリーター、無職の人など）

状　況 種　別 加入の届け出

就職したとき 「第 1 号」から「第 2 号」へ変更 勤務先の事業所で届け出をします。

配偶者（第 2 号被保険者）に扶養される
ようになったとき　 「第 1 号」から「第 3 号」へ変更 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま

す。

ねんきんは、人生の節目ごとに
届け出が必要です！

　国民年金は誰もが加入する制度です。日本に住んでい
る 20 歳以上 60 歳未満の全ての人が国民年金に加入す
ることになります。加入者は、職業などによって３つのグ

ループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なりま
す。就職、退職、結婚などによって加入者の国民年金の
種別が変わることがあります。必ず届け出をしましょう。

国 民 年 金 情 報国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　健康推進課保険年金係　☎0968（25）7218、各支所市民生活課

１年・２年前納の口座振替日は５月１日㈪です
　残高不足で口座から引き落としができなかった場合は、
割引がなくなります（毎月の口座振替に切り変わります）。
特に、初めて口座振替で１年前納や２年前納を申し込んだ

人は、１年・２年前納の保険料に加えて３月分の保険料
（16,260 円）が同時に引き落とされますので、残高不足
にご注意ください。

▼第 2 号被保険者（会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入されている人）

状　況 種　別 加入の届け出

退職したとき 「第 2 号」から「第 1 号」へ変更 健康推進課または各支所市民生活課の国民
年金担当窓口で届け出をします。

退職して配偶者（第 2 号被保険者）に扶
養されるようになったとき 「第 2 号」から「第 3 号」へ変更 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま

す。

▼第 3 号被保険者（第 2 号被保険者に扶養されている配偶者）

状　況 種　別 加入の届け出

就職したとき 「第 3 号」から「第 2 号」へ変更 勤務先の事業所で届け出をします。

配偶者が退職したとき
配偶者に扶養されなくなったとき 「第 3 号」から「第 1 号」へ変更 健康推進課または各支所市民生活課の国民

年金担当窓口で届け出をします。

配偶者が勤務先を変わったとき 「第 3 号」から「第 3 号」 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま
す。

※この届けは年金のみの手続きです。保険を伴う場合はこの限りではありません。
※�第 1 号被保険者の人で、保険料を納めることが経済的に困難な場合などには、保険料の納付が免除または猶予される制度があります。

詳しくは熊本西年金事務所☎ 096(353)0142 自動音声案内「２」、健康推進課または各支所市民生活課にお問い合わせください。

民間 行政
多様化する市民ニーズや

課題解決のために市内で活動する
皆さんからアイデアを募集します

提案募集

【 問い合わせ先】
企画振興課地域振興係　☎0968（25）7250

市民提案型協働事業
未来のためのアイデアをカタチに！

Citizen proposal collaboration business

❶市民提案型
　　テーマは自由。公共・公益性が高く、先駆的で他の見本となる事業

❷行政提案型
　 １. 森の中のまちづくり　2. 桜の里づくり　3.ホタルの里づくりに関する事業

●応募要件
　主に市内で活動する団体（ＮＰＯ、ボランティア団体、
地縁団体、企業など）で、次の要件を全て満たす団体
です。複数の団体による共同提案も可能です。
・10人以上で構成する団体。
・�団体運営に関する規約などがあり、適正な会計処理
が行われていること。

・�営利、宗教、政治活動を目的とした団体でないこと。
ただし、民間企業が社会貢献活動として応募する場
合は除く。

●補助金
　１事業につき30万円以内で補助します（予算の範
囲内）。事業経費のうち、事業実施に直接必要な経費
（材料費、印刷費、講師謝礼など）が対象です。
募集期限　5月31日㈬
応募方法　提案書などの様式や要綱は企画振興課で
受け取るかホームページからダウンロードし、必要書
類を添えて企画振興課へ郵送するかお持ちください。

●地域づくりを推進する団体への補助制度
　市民の皆さんが自ら考え実践する地域づくりに対し
て経費の一部を補助します。詳しくは26 ページをご
覧ください。

募集する事業の内容

菊池の未来のために
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「
依
存
症
」
は
身
近
な
病
気

　

皆
さ
ん
も
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
」
や
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
」
な

ど
の
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。「
依
存
症
」
は
身

近
な
病
気
で
す
。
自
分
や
家
族
の
状

態
に
「
こ
れ
っ
て
依
存
症
？
」
と
混

乱
し
、
年
々
相
談
件
数
も
増
え
て
い

る
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
治

療
す
れ
ば
回
復
で
き
る
病
気
で
す
。

ど
ん
な
依
存
症
が
あ
る
の
か

　

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
酒
や
薬
物

の
使
用
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
買
い
物
な

ど
に
の
め
り
込
み
、
そ
れ
が
や
め
ら

れ
ず
、
自
分
の
力
だ
け
で
は
も
う
ど

う
に
も
な
ら
な
い
状
態
を
「
依
存

症
」
と
言
い
ま
す
。

　

依
存
症
と
聞
く
と
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
近
年
は
さ
ま
ざ
ま

な
依
存
症
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
物
質
に
は
ま
っ
て
い
く
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
薬
物
依
存
症
、

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
。
行
動
に
は
ま
っ

て
い
く
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
、（
浪

費
・
パ
チ
ン
コ
）、
窃
盗
癖
、
買
い

物
依
存
症
、
性
嗜
好
障
害
（
性
依
存

症
）。
人
間
関
係
に
は
ま
っ
て
い
く
、

恋
愛
依
存
症
、暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

依
存
の
サ
イ
ク
ル

　

依
存
症
の
人
は
薬
物
や
ア
ル
コ
ー

ル
の
使
用
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ
り
、

た
く
さ
ん
ひ
ど
い
目
に
遭
い
「
も
う

や
め
よ
う
」
と
思
っ
た
り
、「
ま
た

使
っ
て
も
い
い
や
」
と
思
い
返
し
た

り
を
繰
り
返
す
う
ち
に
精
神
も
体
も

人
間
関
係
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
依
存
症
に
な
る

と
自
分
の
意
志
に
反
し
て
使
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し

を
「
依
存
の
サ
イ
ク
ル
」
と
い
い
ま

す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
が
重
要
で
す
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

依
存
症
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に

　
「
そ
の
気
に
な
れ
ば
い
つ
で
も
や

め
ら
れ
る
」。
依
存
症
の
人
は
、
み

ん
な
こ
う
言
い
ま
す
。
本
人
が
知
ら

な
い
う
ち
に
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。「
意
思
が
弱
い
人
」や「
性

格
に
問
題
が
あ
る
人
」
が
依
存
症
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

依
存
症
は
病
気
で
す
。
適
切
な
治

療
や
回
復
へ
の
援
助
が
必
要
で
す
。

自
己
流
で
や
っ
て
も
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
中
毒
症
状
が
起

き
て
、
身
体
や
精
神
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
で
も
気
づ

か
な
い
う
ち
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、

気
づ
い
た
と
き
に
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

友
人
や
家
族
か
ら
の
信
頼
を
失
い
、

孤
立
し
て
い
き
ま
す
。
自
身
が
「
依

存
症
で
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
思
い
、

病
気
で
あ
る
こ
と
を
否
認
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

必
要
な
の
は
「
助
け
」

　

大
切
な
こ
と
は
、
自
分
が
依
存
症

と
い
う
病
気
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、

専
門
機
関
や
援
助
者
に
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
回
復
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
厚
生
労
働
省 

依
存
症
」
で
検
索
）

で
も
治
療
可
能
な
医
療
機
関
や
相
談

窓
口
の
掲
載
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
。
契
約
医
療
機
関

か
ら
１
泊
２
日
ま
た
は
日
帰
り
コ
ー

ス
を
選
べ
ま
す
。

助
成
を
受
け
ら
れ
る
人

▼�

申
請
時
に
国
保
加
入
期
間
が
３
カ

月
以
上
の
人

▼�

受
診
時
に
満
年
齢
が
30
歳
か
ら
69

歳
ま
で
の
人

▼
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

受
付
期
間

　

11
月
30
日
㈭
ま
で

受
診
期
限

　

12
月
25
日
㈪
ま
で

助
成
額

　

検
査
費
用
の
７
割

　
（
上
限
２
万
５
千
円
）

申
込
方
法

　

健
康
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課
で
受
け
付
け
ま
す
。
保
険
証

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
承

諾
い
た
だ
い
た
受
診
結
果
は
保
健
事

業
に
活
用
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、

特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

　

各
支
所
市
民
生
活
課

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク

受
付
開
始

身近な依存症

依存症の主な特色

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

２
月
３
日
・
17
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、
む
し
歯

が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

木き

村む
ら

瑛え
い

斗と　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

山や
ま

口ぐ
ち

華か

恋れ
ん　

（
○菊  

東
原
）

菊き
く

川か
わ

虎と
ら

之の

助す
け

（
○菊  

東
正
観
寺
）

平ひ
ら

山や
ま

雄た
け

琉る　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

金か
ね

光み
つ

隼は
や

和と　
（
○菊  

上
西
寺
）

立た
て

石い
し

悠は
る

馬ま　
（
○菊  

大
琳
寺
）

吉よ
し

田だ

良ら

夢む　
（
○菊  

東
原
）

益ま
す

﨑ざ
き

心こ
こ

菜な　
（
○菊  

北
原
）

工く

藤ど
う

千ち

嘉ひ
ろ　

（
○菊  

上
町
）

渡わ
た

辺な
べ

多た

絵え　
（
○菊  

東
原
）

伊い

豫よ

葵あ
お

斗と　
（
○菊  

北
宮
）

松ま
つ

永な
が

橙と
う

子こ　
（
○菊  

高
野
瀬
）

野の

﨑ざ
き

琉る

花か　
（
○菊  

東
原
）

荒あ
ら

木き

海か
い

吏り　
（
○菊  

亘
）

笹さ
さ

川が
わ

慶け
い

斗と　
（
○菊  

深
川
）

中な
か

山や
ま

煌こ
う

心し
ん　

（
○菊  

北
原
）

宮み
や

本も
と

悠は
る

希き　
（
○菊  

遊
蛇
口
）

竹た
け

下し
た

結ゆ
う

梛な　
（
○菊  

雪
野
）

佐さ

伯え
き

地ち

惺さ
と　

（
○泗  

井
戸
方
）

清し

水み
ず

悠は
る

眞ま　
（
○泗  

富
出
分
）

谷た
に　

愛あ
い

梨り　
（
○泗  

富
の
原
東
）

松ま
つ

岡お
か

大な
が

斗と　
（
○泗  

猪
の
目
）

草く
さ

野の

柑か
ん

太た　
（
○泗  

桜
山
一
）

中な
か

竹た
け

麟り
ん

太た

郎ろ
う

（
○泗  

富
の
原
東
）

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

依存症は誰もが陥る危険性のある
病気です。しかし、正しい知識は
まだ広く知られているとはいえず、

誤解や偏見も多いのが実情です。
今回は身近な依存症について紹介
します。

宮み
や

本も
と

桔き

梗き
ょ
う　

　
（
○泗  

富
の
原
西
）

志し

内う
ち

ひ
な
た　
（
○泗  

桜
山
四
）

佐さ

さ々

木き

柚ゆ
ず

季き　
（
○泗  

富
の
原
北
）

三み

池い
け

香か

菜な　
　
（
○泗  

富
の
原
一
）

矢や

野の

優ゆ

月づ
き　

　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

久ひ
さ

野の

陽あ
き

翔と　
　
（
○泗  

竹
の
下
）

原は
ら

口ぐ
ち

昂こ
う

大だ
い　

　
（
○泗  

富
の
原
西
）

谷た
に

上が
み

紫し

苑お
ん　

　
（
○泗  

富
の
原
北
）

中な
か

尾お

悠ゆ
う

靖せ
い　

　
（
○泗  

富
納
）

田た

中な
か

陽ひ
か

琉る　
　
（
○旭  

新
明
団
地
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き　
❷
甘
い
も
の
を

減
ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の

質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な

フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早

く
歯
科
医
院
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

強迫的衝動的

貪欲的反復的

やらずには
いられなくなる

善悪などの判断もせず
すぐ行動する

追求し、
執拗に追い求める

やめられず、
繰り返す

アルコール依存症とギャンブル依存症の判断基準
アルコール依存症 ギャンブル依存症

　過去１年間に以下の６項目のうち３項目以上
を同時に１カ月以上経験するか、くりかえした場合、
アルコール依存症が疑われます。

（世界保健機関（WHO）の診断基準“ICD-10”より）

　ギャンブル依存症の正式病名は国際保健機構 WHO の国際疾病分類
ICD-10では「病的賭博」です。以下の 10 項目のうち５項目以上当てはま
る場合、ギャンブル依存症が疑われます。

（アメリカの診断基準 DSM-Ⅳより）

❶アルコールを飲みたいという強い願望がある
❷�「今日はお酒をのまない」と思っても飲んで

しまったり、その量に歯止めがが利かない
❸ �アルコールを飲まないまたは減量すると離脱

症状（イライラや発汗、手の振るえなど）が出
てしまい、そのためにまた飲んでしまう

❹飲む量がだんだんと増えてきた
❺ �飲酒中心の生活になり長時間酔っているた

めに他の楽しみや趣味ができなくなる。
❻ �アルコールに関連する肝炎や高血圧などの

身体症状や周囲への信頼関係の崩れや学校
や職場への影響が出てきているにも関わら
ず、依然としてアルコールを飲んでしまう

❶賭博にとらわれている
❷興奮を得たいために、次第に掛け金の額を増やす
❸賭博をやめるなどの努力を何度もやったが成功しなかった
❹賭博をやめていると落ち着かずイライラする
❺無気力、罪悪感、不安、抑うつを解消する手段として賭博する
❻負けると取り返そうとする（ 深追いする）
❼賭博したことを隠すためにうそをつく
❽賭博の資金を得るために法律に触れるようなことをしたことがある
❾ �賭博のために、重要な人間関係や教育、職業上の機会を危険にさらし

たり、失ったりしたことがある。
　 �借金して賭博をする。賭博による経済的な問題を他人に解決してもらっ

たことがある
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風
花
の
競
ふ
が
如
く
舞
ひ
に
け
り

風
音
に
残
る
余よ

寒さ
む
の
城
址
か
な

臥ふ

す
母
の
顔
に
差
し
来
る
春
日
か
な

ち
ら
ほ
ら
と
茶
色
の
土
手
に
草
青
む

春し
ゅ
ん

雷ら
い
に
地
震
の
恐
怖
の
蘇
り

野
中　
公
枝

隈
部　
輝
子

加
藤　
妙
子

北
村　
妙
子

宮
本　
雅
子

梅
が
咲
き
ラ
ッ
パ
水
仙
葉
も
伸
び
る
庭
に
い
つ
し
ら
春
し
の
び
い
し

ひ
い
孫
の
泣
き
声
も
あ
る
初
正
月
迎
え
弥
栄
屠
蘇
を
い
た
だ
く

「
短う

歌た

は
も
う
止
め
た
ら
」と
娘こ

が
問
い
つ
め
る
我
へ
の
鞭
と
置
き
か
え
励
ま
む

入
り
つ
日
よ
急
く
事
な
か
れ
金
色
に
冠
雪
き
ら
め
く
鞍
岳
映
ゆ
る

半
世
紀
遲
れ
の
隣
国
工
業
の
煤
煙
海
越
え
日
本
を
襲
う

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

老
紅
梅
石
垣
を
越
え
い
ち
め
ん
を
薄
紅
色
に
春
を
装
う

又
一
人
送
り
て
帰
る
道
す
が
ら
し
と
ど
降
り
来
る
雨
は
春
雨

雪
原
に
赤
き
フ
リ
ス
ビ
ー
宙
を
舞
う
父
子
の
歓
声
光
り
の
中
に

叱
ら
れ
て
し
ょ
ん
ぼ
り
紗
菜
に
ウ
イ
ン
ク
で
い
ち
ご
一
粒
渡
せ
ば
笑
顔

幼
き
日
喘
息
病
み
て
点
滴
に
通
い
し
孫ま

娘ご

の
今
日
は
花
嫁

松
本　
和
子

山
城　
雅
子

坂
本　
玲
子

江
頭　
桂
子

林　
　
淑
子

お
相
撲
さ
ん
は
土
俵
に
裸
身
で
汗
を
か
く
炬
燵
に
私
は
ひ
と
日
を
籠
も
る

稀
勢
の
里
努
力
が
実
り
横
綱
に
待
ち
焦
が
れ
た
り
日
本
国
中

水
鉢
の
厚
き
氷
を
割
り
待
て
ば
水
を
求
め
て
小
鳥
集
ま
る

庭
畑
の
雑
草
溝
に
埋
め
置
く
に
小
春
日
浴
み
て
小
草
の
覗
く

買
ひ
換
へ
し
辞
書
の
手
触
り
い
と
ほ
し
く
思
ひ
付
く
ま
ま
繰
り
て
楽
し
む

山
下　
菊
代

田
中　
遙
子

岩
根　
博
恵

川
口　
敦
子

北
村　
玉
枝

今
日
も
来
し
古
戦
の
跡
の
し
づ
け
さ
よ
鳥
語
も
人
語
も
寒
風
の
な
か
に

畑
の
上
を
ひ
よ
ど
り
が
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
の
コ
ー
ト
ボ
ー
イ
の
如
く
過
ぎ
ゆ
く

幹
裂
け
し
梅
の
古
木
は
力
あ
り
枝
い
っ
ぱ
い
に
白
花
か
を
る

雛ひ
ひ
な

い
ま
静
か
に
眠
る
物
置
き
に
娘
は
遠
く
新
潟
に
居
り

ほ
の
か
な
る
香
り
ま
と
へ
る
紅
梅
の
淡
紅
や
は
ら
に
薄
暮
を
ひ
ら
く

村
上
さ
き
江

安
藤　
則
子

岩
永　
典
子

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

早
春
の
空
に
弾
け
て
児
等
の
声

登
校
日
轍わ
だ
ちの
跡
の
薄
氷

髪
切
り
て
襟
首
竦す
く
む
冬
の
道

豆
を
ま
く
横
綱
稀
勢
の
初
々
し

寒
厳
し
思
ひ
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
指

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

藤
本　
邦
治

寺
本　
和
子

霜
き
び
し
真
白
に
大
地
浄
め
け
り

紅
さ
し
て
行
こ
う
今
年
も
初
詣

初
時
雨
山
は
雪
か
よ
傘
の
女ひ

と

熱あ
つ
熱あ
つ
の
お
で
ん
一
人
の
聖
夜
か
な

芹
川
の
り
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川　
蓉
子

水
谷　
ミ
ネ

あ
ぶ
に
ゃ
あ
ぶ
に
ゃ　
ふ
ざ
け
て
通
る
子
供
た
ち

日
帰
り
旅
行　
着
い
た
ら
す
ぐ
に
帰
ら
な
ん

か
す
く
り
寄
せ　
す
き
や
き
の
肉
が
じ
め
と
る

眠
ら
れ
ん　
昔
の
彼
と
会
う
た
日
は

万
歩
計　
一
歩
け
い
な
ら
買
う
ば
い
た

中
島　
五
女

御
手
洗
三
代

井
手　
水
光

柏
原　
乗
仏

山
隈　
好
茶

万
句
の
里
俳
句
会  

２
月
句
会

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
２
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会  

２
月
例
会

七
城
短
歌
会  

２
月
詠
草

「
里
」
短
歌
会  

２
月
詠
草

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

２
月
歌
会

菊
池
短
歌
会  

３
月
詠
草

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

２
月
例
会

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi- lib.jp/
泗水図書館
中央公民館図書室
七城公民館図書室
旭志公民館図書室

☎0968（38）6866
☎0968（25）1672
☎0968（25）1580
☎0968（25）3332

［休館日］月曜日・月末・祝日
［休館日］火曜日・第１日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日

泗水図書館
　人生の踏絵
　白い衝動
　星をつける女
　銀の猫
　狩人の悪夢
　本の時間を届けます
　少年時代
　おしろのばん人とガレスピー
　ここからだしてくれ～! 
　にょっ!
七城公民館図書室
　結物語
　桜風堂ものがたり
　料理上手の自家製レシピ
　10ねこ
　小学校の生活
　ソードアート・オンライン 19
旭志公民館図書室
　花を呑む
　私をくいとめて
　はたらくしくみがマンガでわかる! いでんしずかん
　アフガニスタン戦記
　ネコヅメのよる
　ドラえもん はじめての論語
　あがりめさがりめ

 
    遠

えん

藤
どう

周
しゅう

作
さく

　著
 呉

ご

　勝
かつ

浩
ひろ

　著
 原

はら

　宏
こう

一
いち

　著
朝
あさ

井
い

まかて　著
 有

あり

栖
す

川
がわ

有
あり

栖
す

　著
 篠

ささ

賀
か

典
のり

子
こ

、芹
せり

澤
ざわ

健
けん

介
すけ

、北
ほう

篠
じょう

一
かず

浩
ひろ

　著
 高

たか

倉
くら

　健
けん

　著
 ベンジャミン・エルキン　ぶん
 ヴァンサン・ブルジョ　え

 ザ・キャビンカンパニー　作

  西
にし

尾
お

維
い

新
しん

　著
村
むら

山
やま

早
さ

紀
き

　著  
有
あり

元
もと

葉
よう

子
こ

 ほか　著
岩
いわ　ごう　みつ　あき

合光昭　著
はまのゆか　著

川
かわ　はら

原　礫
れき

　著  

  あさのあつこ　著
綿
わた

矢
や

りさ　著
北
きた

村
むら

雄
ゆう

一
いち

　著
内
うち

山
やま

　進
すすむ

　著
町
まち

田
だ

尚
なお

子
こ

　作
安
やす

岡
おか

定
さだ

子
こ

　著
つちだのぶこ　絵

暖かい日差しの中でゆっくり本を読みたくなりました。

中央公民館図書室は新館移転作業に伴い、閉室してい
ます。オープンは今秋を予定しています。ご迷惑をお
かけしておりますが、よろしくお願いします。

４月24日㈪ ～５月12日㈮

　泗水図書館は高齢者や体の不自由な人でも安心して
利用できるよう、館内はバリアフリーになっています。
　車いす、歩行器、拡大鏡なども準備していますので、
気軽に職員までお尋ねください。

大きな文字で読みやすい大活字の本も所蔵しています！

［問い合わせ先］ 泗水図書館

旭志公民館図書室ところ

期　間

　旭志公民館図書室で本を借りると「日本のむかしばな
し」をモチーフにしたおみくじが引けます。借りる本は
何でもかまいません。この機会に図書室で本を借りて子
どものころを思い出してみてはいかがでしょうか ? 楽し
い思い出も一緒によみがえってくるかもしれませんね♪
　昔から世代を越えて語り継がれているお話は何度読ん
でも面白いです。子どもさんに昔話読んであげたら一緒
に楽しい時間が過ごせ
るはずです。
　旭志公民館図書室に
は昔話のコーナーがあり
ます。まだあなたの知ら
ない昔話の発見もある
かもしれません。

歩行器

拡大鏡

熊本の目
め

鑑
がね

橋
ばし

345
上
うえ

塚
つか

尚
なお

孝
たか

　著　（熊日出版）
熊本は日本で有数のめがね橋の
宝庫です。四季折々の表情を見
せる石橋を県北、県央、県南に
分け、流域別に写真や地図とと
もに掲載。菊池の石橋も紹介さ
れています。

23 222017 April広報きくち2017 April広報きくち



問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「絵手紙展（私たちの１年間の取り組み）」夢美会
期　間：～４月２日㈰

「中山博古希記念展示会」中山　博
期　間：４月４日㈫～ 23 日㈰
　写真、切り絵、レザークラフトなどの展示を行います。

「松村洋一写真展『菊池彩時記』『阿蘇幻想』」
期　間：４月 25 日㈫～５月７日㈰
　菊池と阿蘇の写真 30 点を展示します。４月 30 日㈰に
は出品者次男の松

ま つ

村
む ら

祥
よ し

宏
ひ ろ

によるコンサートも開催します。

【まちかど資料館企画展】「菊池一族歴代の墓碑展」
期　間：～７月 30 日㈰
　各時代の当主や大きく活躍した人物の足跡を墓碑ととも
に紹介します。※夢美術館情報に掲載している「菊池一族
と延寿鍛治展」の参加企画展です。

水
源
地
区
の
廃
校
活
用
施
設

　
平
成
12
年
に
廃
校
と
な
っ
た
菊
池
東

中
学
校
。
現
代
で
は
珍
し
く
な
っ
た
木

造
校
舎
は
、
変
わ
ら
ず
学
校
の
趣
を
残

し
て
い
ま
す
。
当
時
の
教
室
は
研
修
室

や
和
室
に
整
備
さ
れ
、
剣
道
場
が
宿
泊

施
設
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
音
楽
室
だ
っ

た
場
所
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
な
り
、
旬
の

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
里
山
な
ら
で
は
の
「
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
も
充
実
。
米
作
り
な
ど
の

農
業
体
験
か
ら
団
子
づ
く
り
な
ど
の
郷

土
料
理
、
竹
細
工
な
ど
自
然
と
関
わ
る

体
験
を
楽
し
め
ま
す
。
最
近
で
は
、
季

節
を
感
じ
な
が
ら
地
域
を
歩
く
フ
ッ
ト

パ
ス
、
農
業
用
水
路
を
カ
ヤ
ッ
ク
で

下
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
イ
デ
ベ
ン

チ
ャ
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人
気
で

す
。

　
今
で
も
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
く
、

か
つ
て
の

学
び
舎
。

初
め
て
訪

れ
た
人
に

も
懐
か
し

い
…
そ
ん

な
楽が

っ
校こ

う
で

す
。

     

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

菊池一族まつり「菊池一族と延寿鍛治展」
期　間　4 月１日㈯～５月７日㈰
　平安時代の後半から戦国時
代まで約 450 年もの間、菊
池地方を中心に栄えた菊池一
族。それを支えた延寿鍛冶の
歴史と文化を振り返り、ゆか
りある名刀の数々を展示しま
す。

【期間中のイベント】
・オープニングセレモニー
日時：４月１日㈯ 午前９時～
場所：菊池神社
・シンポジウム
日時：４月 15 日㈯ 午後５時～
場所：菊池神社菊華殿

売
買
契
約
と
は

　
消
費
者
が
商
品
に
対
し
て
買
い
ま
す

と
意
思
表
示
し
、
販
売
者
が
売
り
ま
す

と
承
諾
を
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
意

思
が
合
致
し
契
約
は
成
立
し
ま
す
。

　
今
月
は
売
買
契
約
の
流
れ
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

意
思
の
合
致
が
あ
る
場
合

　
売
買
契
約
の
場
合
、
購
入
者
は
販
売

店
に
対
し
て
、
期
限
ま
で
に
代
金
を
支

払
う
義
務
を
負
い
、
商
品
の
引
き
渡
し

を
請
求
す
る
権
利
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、

販
売
店
は
購
入
者
に
対
し
、
期
限
ま
で

に
商
品
を
引
き
渡
す
義
務
を
負
い
、
代

金
の
支
払
い
を
請
求
す
る
権
利
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

意
思
の
合
致
が
な
い
場
合

　
例
え
ば
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
詐
欺
な
ど
は
、
購
入
者
と
販

売
者
の
間
で
意
思
の
合
致
が
必
ず
し
も

あ
る
と
は
言
え
ず
、
無
料
ボ
タ
ン
を
押

し
た
だ
け
で
は
購
入
意
思
が
あ
っ
た
と

は
言
え
な
い
た
め
、
無
効
な
契
約
と
し

て
契
約
不
成
立
と
な
り
ま
す
。

商
品
が
届
か
な
い
場
合

　
販
売
店
が
商
品
を
渡
さ
な
か
っ
た
場

合
は
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

ま
す
。
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

法
律
相
談

　
専
門
家
に
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
で
ト
ラ

ブ
ル
解
決
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

商
品
と
代
金
の
支
払
い

　
売
買
契
約
で
は
、
商
品
と
代
金
は
同

時
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
払
い

　
一
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど

で
は
、
前
払
い
と
言
っ
て
商
品
代
金
を

先
に
振
り
込
ん
だ
後
、
商
品
が
届
く
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト

販
売
は
、
お
金
を
振
り
込
ん
だ
の
に
商

品
が
届
か
な
い
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

注
意
点

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
商
品
を
購
入
す

る
場
合
は
、
販
売
業
者
の
所
在
地
、
代

表
者
名
、
連
絡
先
、
返
品
ル
ー
ル
な
ど

を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

  相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

地元の食材を使った料理

【
作
文
の
部
】

「
み
ん
な
が
笑
顔
で
す
ご
せ
る
た
め
に
」

菊
池
南
中
１
年　
中な

か
山や

ま
侑ゆ

う
香か

　

朝
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
あ
る

ニ
ュ
ー
ス
で
大
騒
ぎ
で
し
た
。
私
は
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
相
模

原
障
害
者
施
設
殺
傷
事
件
」
で
す
。
こ

の
事
件
で
は
、
19
人
が
死
亡
、
26
人
の

負
傷
者
が
出
ま
し
た
。
犯
人
は
、
衆
議

院
議
員
に
直
接
、
殺
害
を
予
告
す
る
内

容
の
手
紙
を
手
渡
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
取
り
調
べ
に
対
し
、「
障

害
者
が
い
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思
っ

た
」
と
い
う
主
旨
の
発
言
を
し
た
そ
う

で
す
。
私
は
、
と
て
も
強
い
怒
り
を
覚

え
ま
し
た
。
犯
人
は
、
知
人
に
「
重
度

の
障
害
者
を
安
楽
死
で
き
る
よ
う
に
求

め
る
運
動
を
し
た
い
」と
話
し
て
お
り
、

事
件
の
動
機
も
同
じ
内
容
の
も
の
だ
と

知
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
事
件
の
後
、
自
分
達
の

周
り
に
も
、
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別

や
偏
見
が
な
い
か
振
り
返
り
ま
し
た
。

私
は
、「
ガ
イ
シ
ャ
」
と
い
う
言
葉
を

聞
き
ま
す
。
例
え
ば
、
誰
か
が
何
か
を

で
き
な
い
と
き
に
使
わ
れ
た
こ
と
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ
う

い
う
時
に
、
ダ
メ
な
こ
と
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
け
ど
、
聞
い
て
い
る
だ
け
で
注

意
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
思
う
と
、

言
わ
れ
た
人
も
と
て
も
イ
ヤ
な
思
い
を

す
る
し
、
言
っ
た
人
も
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
、
ま
た
同

じ
こ
と
を
し
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
す

れ
ば
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
他

に
も
、
友
達
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、

障
が
い
を
持
つ
友
達
を
わ
ざ
と
押
し
た

り
、
傷
つ
く
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
り

す
る
人
が
い
た
そ
う
で
す
。
周
り
の
人

た
ち
は
、
自
分
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

さ
れ
る
の
が
い
や
で
、
注
意
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
私
は
、「
あ
の
人
の
せ
い
で
」
と
い

う
言
葉
を
聞
く
時
が
あ
り
ま
す
。
人
の

せ
い
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
を
み
ん
な
で
カ
バ
ー

す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
何
で
も
完
ぺ
き
に
で
き
る
人
な
ん

て
い
な
い
ん
だ
か
ら
、
互
い
を
認
め
、

み
ん
な
で
支
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
楽
し
い
毎
日
を
過
ご

せ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
私
は
、

友
達
の
変
化
に
気
づ
い
て
声
を
か
け
よ

う
と
思
い
ま
す
。
友
達
が
困
っ
て
い
た

り
悩
ん
で
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
良

い
こ
と
に
も
気
づ
い
て
声
を
か
け
た
い

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課
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０
９
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９

で
す
。

　
ま
た
、
他
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。人
間
に
と
っ
て
の「
障

が
い
」
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
何

か
み
ん
な
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
、
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
、「
障
が
い

者
」
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？
人
は
み

ん
な
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と

に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
互
い
の
違
い
を

ま
ず
は
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
人
権
目
標
な
ど
を
立

て
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
る
」
や
「
人
が
い

や
な
こ
と
を
言
わ
な
い
」
な
ど
、
私
も

立
て
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

口
先
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
本

当
に
守
れ
て
い
ま
す
か
？
私
は
、
目
標

を
立
て
た
も
の
の
、
守
れ
て
い
な
い
時

が
あ
り
ま
し
た
。
人
の
気
持
ち
を
考
え

ず
に
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
良
い
」
と

い
う
風
に
な
り
、
何
も
考
え
ず
に
人
に

言
い
た
い
放
題
言
っ
て
し
ま
い
、
友
達

を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
発
言
し

て
い
れ
ば
、
私
も
友
達
も
、
イ
ヤ
な
気

持
ち
に
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ

と
が
何
度
か
あ
り
ま
す
。そ
の
度
に「
あ

の
時
言
わ
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
思

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
こ
の
よ

う
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
言
葉
に
出
す
時
、
ほ
ん
の
少
し

意
識
す
れ
ば
わ
か
る
こ
と
で
す
が
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
私
達
は
な
か
な
か
で

き
ま
せ
ん
。
相
模
原
の
障
害
者
施
設
で

起
こ
っ
た
事
件
は
、
と
て
も
悲
し
く
辛

い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
決
し
て
私
達

の
生
活
に
無
関
係
で
は
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
私
達
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
少

し
だ
け
意
識
し
て
、
丁
寧
に
人
と
関
わ

り
、
自
分
と
相
手
を
大
切
に
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
、
こ
の
事
件
を
通
し
て
考

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

139

第
11
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
品
作
品（
特
選
）

【キャラクターの部】「スーちゃん」
旭志小４年　稗

ひえ
田
だ

桃
もも

香
か

え
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
、
お
互
い

に
協
力
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
お
互
い
の
で
き
な
い
と
こ

ろ
を
認
め
、
み
ん
な
で
カ
バ
ー
し
て
い

き
た
い
で
す
。
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と

も
大
切
に
し
て
、
み
ん
な
が
い
つ
も

笑
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
な
世
の
中
に
な

れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

※「
障
害
者
」の
表
記
に
つ
い
て
は
、「
障

が
い
者
」
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、新
聞・

報
道
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
原
文
の
ま
ま

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各支所の問い合わせはこちらです。
・七城支所　☎（25）1000
・旭志支所　☎（25）3330
・泗水支所　☎（25）2001

お
知
ら
せ

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 ２月 13 日 晴れ 0.013
泗水総合支所 ２月 23 日 曇り 0.020
菊池市役所 ３月６日 曇り 0.029

七城総合支所 ３月 14 日 晴れ 0.019
※�震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結

果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

�▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

２月 13 日 晴れ 0.042
２月 23 日 曇り 0.040
３月６日 曇り 0.042

３月 14 日 晴れ 0.041
（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

熊
本
地
震

追
悼
・
復
興
祈
念
行
事

　
県
で
は
、
４
月
14
日
㈮
に
追
悼
式
、
４

月
16
日
㈰
に
、知
事
と
有
識
者
に
よ
る「
復

興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
前
後
１
～
２
週
間
を
「
復

興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
県
・
市
町

村
の
他
、
各
種
団
体
な
ど
で
実
施
さ
れ
る

祈
念
行
事
に
つ
い
て
、
広
く
県
内
外
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ⓗhttp://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

問
県
広
報
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
２
７

地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
考
え
実
践
す
る

地
域
づ
く
り
に
対
し
て
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

４
つ
の
対
象
事
業

①�

施
設
整
備
事
業　
掲
示
板
の
設
置
、
花

壇
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
公
園
の

整
備
な
ど

②�

活
動
事
業　
花
壇
へ
の
植
栽
、
防
災
訓

練
、
地
域
の
祭
り
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど

③�

人
材
育
成
事
業　
体
験
学
習
の
実
践
や

地
域
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加
、
地
域
づ

く
り
先
進
地
へ
の
視
察
研
修
な
ど

④�

菊
池
遺
産
の
保
護
と
活
用
に
関
す
る
事

業　
菊
池
遺
産
の
維
持
、
保
護
に
伴
う

原
材
料
費
、
専
門
的
な
技
術
を
伴
う
費

用
な
ど

補
助
対
象
団
体

▼
各
行
政
区
や
こ
れ
に
準
ず
る
団
体

▼�

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
10

人
以
上
の
団
体
。
た
だ
し
、
規
約
な
ど

で
地
域
づ
く
り
の
目
的
が
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

補
助
率
・
限
度
額

①
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
40
万
円

②
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
20
万
円

③
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
10
万
円

④
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で
上
限
40
万
円

申
請
期
限　
５
月
31
日
㈬　

問
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
５
０

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

（
除
外
・
編
入
）申
出
書
受
付

　

５
月
期
申
出
書
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
充
て
る

た
め
、
や
む
を
得
ず
農
振
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、

農
振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
し
た
い
場

合
に
は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
内
容
や
書
類
に
不
備
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
４
月
14
日
㈮

問
●申
農
政
課
農
政
係　

　
☎（
25
）７
２
２
１

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
市
内
の
募
金
総
額
は

１
１
３
万
８
４
９
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
の
趣
旨　
緑
は
私
た
ち
に
美
し
い
景

観
や
自
然
の
恵
み
を
与
え
、
水
を
供
給
し

空
気
を
き
れ
い
に
す
る
な
ど
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
私
た
ち

の
生
活
を
守
り
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
な

ど
多
様
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
豊
か
な
緑
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守

り
育
て
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
森
林
の
整
備
や
緑
化
活
動
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間　
～
５
月
31
日
㈬
ま
で

問
菊
池
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
（
農
林
整

備
課
内
）　
☎（
25
）７
２
２
２

植
樹
や
植
栽
を
行
う
団
体
な
ど

に
補
助
を
行
い
ま
す

　
市
内
の
緑
化
事
業（
植
樹
や
花
の
植
栽
）

を
実
施
す
る
団
体
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体　

市
内
の
各
行
政
区
や

小
・
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
団
体

補
助
対
象
経
費　
植
樹
や
花
の
植
栽
時
の

苗
木
、
花
苗
、
種
子
、
堆
肥
代
（
原
材
料

費
の
み
）。

補
助
金
限
度
額

　
１
団
体
当
た
り
上
限
３
万
円

※�

他
の
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
事

業
は
対
象
外
。

申
請
期
限　
11
月
30
日
㈭

問�

菊
池
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
（
農
林
整

備
課
内
）　
☎（
25
）７
２
２
２

　
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定
資
産
税
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
広
く
情
報
を
公
開
し

ま
す
。

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

平
成
29
年
度
菊
池
市
縦
覧
帳
簿
の
土

地
・
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
で
き
ま
す
。　

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
人　
▼
土
地
ま

た
は
家
屋
の
納
税
義
務
者
▼
納
税
義
務
者

と
同
じ
世
帯
の
親
族
▼
納
税
管
理
人
▼
代

理
人
（
要
委
任
状
）

※�

土
地
の
納
税
義
務
者
は
土
地
の
、
家
屋

の
納
税
義
務
者
は
家
屋
の
、
両
資
産
の

納
税
義
務
者
は
両
方
の
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
が
で
き
ま
す
。
免
税
点
未
満
の
人
は

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
簿
の
縦
覧
と
固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
な

ど
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
な
ど
は
、

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
基

礎
に
な
る
た
め
、
関
係
者
は
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
、
市
長
が
決
定
し
た
価
格
を
基
に
課

税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。
決
定
し
た
価

格
や
課
税
標
準
額
は
、
菊
池
市
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人　
▼
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
▼
納
税
義
務
者
と
同
じ
世
帯
の
親

族
▼
納
税
管
理
人
▼
代
理
人（
要
委
任
状
）

▼
土
地
ま
た
は
家
屋
の
賃
借
人
▼
賦
課
期

児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

▼
本
体
額　

　
９
９
８
０
円
～
４
万
２
２
９
０
円

▼
第
２
子
加
算

　
５
千
円
～
９
９
９
０
円

▼
第
３
子
加
算

　
３
千
円
～
５
９
９
０
円

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

特
別
児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

▼
１
級　
５
万
１
４
５
０
円

▼
２
級　
３
万
４
２
７
０
円

障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
）

　
　
　
　
１
万
４
５
８
０
円

特
別
障
害
者
手
当（
月
額
）

　
　
　
　
２
万
６
８
１
０
円

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

４
月
分
か
ら

各
種
手
当
額
を
改
定
し
ま
す

た
い
肥
と
家
畜
排
せ
つ
物
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
た
い
肥
な
ど
を
農
地
へ
散
布
し
た
後

は
、
速
や
か
に
耕
耘
し
、
周
辺
の
生
活
環

境
に
臭
気
問
題
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得

ず
数
日
間
、
た
い
肥
を
農
地
へ
仮
置
き
す

る
場
合
は
、
シ
ー
ト
で
覆
う
な
ど
雨
・
風

対
策
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

問
農
政
課
畜
産
係　

　
☎（
25
）７
２
２
１

日
以
後
に
固
定
資
産
を
取
得
し
た
人

縦
覧
・
閲
覧
期
限　
５
月
31
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く
。

縦
覧
・
閲
覧
の
と
き
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
本
人
確
認
用

の
免
許
証
、
委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

縦
覧
・
閲
覧
す
る
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

期
間
中
の
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、
課

税
台
帳
の
写
し
が
必
要
な
場
合
は
有
料

と
な
り
ま
す
（
１
件
３
０
０
円
）。

問
●申
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

　
各
支
所
市
民
生
活
課

介護予防ミニ講座
～ 口の健康から介護予防 ～

　
やってみよう！「唾液腺マッサージ」　
　唾液は食べ物の消化を良くするだけでなく、体内へ
の細菌の侵入を防ぐなど健康を維持する上で欠かせな
いものです。特に高齢者は、飲んでいる薬の影響や加
齢により唾液が少なくなります。
　唾液腺マッサージで唾液を増やし、健康を維持しま
しょう。食前や就寝前に行うと効果的です。

唾液腺マッサージの方法
①�人差し指から小指までの４本

を耳の前の頬に当て、上の奥
歯あたりを後ろから前に回す。

（10 回）
②�親指を顎の骨の内側の軟らか

い部分に当て、耳の下から顎
の下まで左右５カ所くらいを
順番に押す。（５回）

③�両手の親指をそろえて、顎の
骨の内側の軟らかい所を突き上げるようにゆっくり
押す。（10 回）

問高齢支援課地域包括支援係　☎ (25)7216

❸ ❷

❶
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

は
り
・
き
ゅ
う
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ

う
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
券
を
使

う
と
１
回
当
た
り
千
円
の
補
助
に
な
り
、

市
の
指
定
を
受
け
た
は
り
・
き
ゅ
う
院
で

利
用
で
き
ま
す
。
利
用
券
の
交
付
を
受
け

る
際
は
、
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

▼���

対
象
者　
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

▼�

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康
保

険
証
、
印
か
ん

※�

一
世
帯
に
対
し
年
間
40
枚
を
交
付
。
必

要
に
応
じ
て
20
枚
ま
で
追
加
交
付
で
き

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

▼�

対
象
者　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
完

納
者

▼�

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
、
印
か
ん

※
１
人
に
対
し
年
間
30
枚
を
交
付
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　
大
学
・
高
校
な
ど
に
進
学
す
る
た
め
市

外
に
転
出
す
る
と
き
、
本
市
の
国
民
健
康

保
険
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
学
生
用
の
国

民
健
康
保
険
証
（
マ
ル
学
保
険
証
）
が
交

付
で
き
ま
す
。
マ
ル
学
保
険
証
が
交
付
さ

れ
た
人
の
住
所
は
市
外
に
な
り
ま
す
が
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
転
出
前
に
所
属

し
て
い
た
世
帯
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
転
出
先
で
新
た
に
加
入
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
マ
ル
学
保
険
証
該
当
者
に
か
か
る
国
民

健
康
保
険
税
は
、
転
出
前
に
所
属
し
て
い

た
世
帯
の
世
帯
主
に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
課

税
さ
れ
ま
す
。
マ
ル
学
保
険
証
の
交
付
や

返
還
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

交
付
手
続
に
必
要
な
も
の

①
進
学
で
転
出
す
る
と
き

▼
印
か
ん
（
認
め
印
可
）
▼
国
民
健
康

保
険
証
▼
在
学
証
明
書
や
学
生
証
（
写

し
で
も
可
）
な
ど
入
学
の
事
実
が
確
認

で
き
る
書
類
▼
個
人
番
号
確
認
書
類

②
既
に
進
学
で
転
出
し
て
い
る
人
が
新
た

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

（
例
：
市
内
に
住
む
親
が
会
社
を
退
職

し
社
会
保
険
を
喪
失
し
た
の
で
、
新
た

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
）

▼
印
か
ん
（
認
め
印
可
）
▼
資
格
喪
失

証
明
書
な
ど
社
会
保
険
喪
失
の
事
実
が

確
認
で
き
る
書
類
▼
在
学
証
明
書
や
学

生
証
（
写
し
で
も
可
）
な
ど
在
学
の
事

実
が
確
認
で
き
る
書
類
▼
個
人
番
号
確

認
書
類

国
民
健
康
保
険
証
（
マ
ル
学
保

険
証
）
を
ご
存
知
で
す
か

返
還
手
続
に
必
要
な
も
の

①
卒
業
な
ど
で
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合

　

�

▼
印
か
ん
（
認
め
印
可
）
▼
国
民
健
康

保
険
証
▼
卒
業
証
明
書
や
退
学
証
明
書

な
ど
学
生
で
な
く
な
っ
た
事
実
が
確
認

で
き
る
書
類
▼
個
人
番
号
確
認
書
類

②�

社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合

　

�

▼
印
か
ん
（
認
め
印
可
）
▼
国
民
健
康

保
険
証
▼
社
会
保
険
証
（
共
済
組
合
員

証
な
ど
）
▼
個
人
番
号
確
認
書
類

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
人
の
医
療
機

関
な
ど
で
の
窓
口
一
部
負
担
金
免
除
期
間

を
、
９
月
受
診
分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

①�

住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
被
災
を
し
た 

②�

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重

篤
な
傷
病
を
負
っ
た
り
、
行
方
不
明
で

あ
る 

③�

主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
休
止
・

廃
止
し
た
ま
た
は
失
職
し
て
現
在
収
入

が
な
い

対
象
の
医
療
保
険

▼
菊
池
市
国
民
健
康
保
険

▼
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

※�

現
在
送
付
し
て
い
る
一
部
負
担
金
免
除

証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年
２

月
28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
９

月
ま
で
引
き
続
き
使
用
可
能
な
も
の
と

し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま
す
。

※�
①
～
③
に
該
当
す
る
人
で
、
一
部
負
担

金
免
除
証
明
書
の
発
行
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
に
は
、
り
災
証
明
書
な
ど
の
添
付

書
類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

窓
口
負
担
の
免
除
期
間
を

延
長
し
ま
す

　
県
で
は
指
定
医
療
機
関
で
、
特
定
不
妊

治
療
（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）
を

受
け
た
法
律
上
の
夫
婦
に
対
し
、
経
済
的

な
負
担
軽
減
の
た
め
、
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

法
律
上
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦

で
、
次
の
①
～
④
全
て
に
該
当
す
る
人

①�

夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
県
内
（
熊
本
市
を

除
く
）
に
住
み
、
県
内
の
指
定
医
療
機

関
で
体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
以
外

の
治
療
法
で
は
、
妊
娠
の
見
込
み
が
な

い
ま
た
は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診

断
さ
れ
た
夫
婦

②�

本
年
度
、
指
定
医
療
機
関
で
特
定
不
妊

治
療
を
実
施
し
た
夫
婦

③�

治
療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満

で
あ
る
こ
と

④�

夫
婦
の
所
得
の
合
計
額
が
７
３
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と

⑤�

夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
今
回
申
請
の
不
妊

治
療
の
費
用
に
つ
い
て
、
熊
本
市
ま
た

は
県
外
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
助
成
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

※�

平
成
27
年
度
ま
で
に
通
算
５
年
間
助
成

を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

助
成
額　
夫
婦
一
組
に
対
し
、
１
回
の
治

療
で
15
万
円（
治
療
ス
テ
ー
ジ
Ｃ
・
Ｆ
の

場
合
は
７
万
５
千
円
）ま
で
。
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、助
成
額
を
上
乗
せ
し
ま
す
。

▼
初
回
の
特
定
不
妊
治
療　
30
万
円
ま
で

▼�

特
定
不
妊
治
療
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
男

性
不
妊
治
療　
15
万
円
ま
で

特
定
不
妊
治
療
費
を

助
成
し
ま
す

助
成
回
数　
治
療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
が

40
歳
未
満
の
と
き
は
、
通
算
６
回
（
40
歳

以
上
は
３
回
）
ま
で
予
算
の
範
囲
内
で
助

成
し
ま
す
。

そ
の
他　
申
請
書
な
ど
は
保
健
所
窓
口
に

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ⓗhttp://w
w
w
.pref.kum

am
oto.

jp/kiji_2325.htm
l

問
菊
池
保
健
所
保
健
予
防
課

　
☎（
25
）４
１
３
８

　
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
１
）４
３
４
０

　
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
後
の

医
療
機
関
受
診

　
資
格
喪
失
後
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
、
診
療
報
酬
の
返
還
が
必
要
で
す
。
こ

れ
は
、
新
た
に
加
入
し
た
医
療
保
険
で
負

担
す
べ
き
医
療
費
を
本
市
が
負
担
し
て
い

る
た
め
で
す
。
該
当
者
に
は
通
知
を
送
付

し
ま
す
の
で
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
た
り
、
転
出
し
た

り
す
る
な
ど
、保
険
証
が
変
わ
る
場
合
は
、

そ
の
旨
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失

し
た
場
合
は
、
保
険
証
を
速
や
か
に
市
役

所
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

　
３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
３
カ
月
間
、
春

の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
県
内
で
は
、
毎
年
10
人
前
後
の
尊
い

命
が
農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
お
り
、
特

に
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
落
・
転
倒
に
よ
る
も

の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
事

故
が
多
く
、
死
亡
事
故
の
多
く
を
65
歳
以

上
の
人
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
場
合
が
多
い
の
で
、
特
に
次

の
点
に
気
を
付
け
て
、
農
作
業
安
全
に
努

め
ま
し
ょ
う
。　

▼�

安
全
フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を

使
用
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
徹

底
す
る

戸
建
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業

　
熊
本
地
震
復
興
基
金
を
活
用
し
、
住
宅

の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
。

本
人
負
担

▼
図
面
あ
り　
５
５
０
０
円

▼
図
面
な
し　
１
万
９
千
円

対
象
要
件　
木
造
住
宅
で
、
昭
和
56
年
５

月
末
ま
で
に
工
事
着
手
し
た
も
の
お
よ
び

昭
和
56
年
６
月
以
降
に
工
事
着
手
し
被
害

（
一
部
損
壊
以
上
）
を
受
け
た
も
の 

申
込
先　
（
一
財
）熊
本
県
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー　
☎
０
９
６（
３
８
５
）０
７
７
１

問
都
市
整
備
課
建
築
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

住
宅
再
建
を
応
援
し
ま
す

　
地
震
に
強
く
、
コ
ス
ト
低
減
に
配
慮
さ

れ
た
「
く
ま
も
と
型
復
興
住
宅
」
モ
デ
ル

住
宅
を
展
示
中
で
す
。
住
宅
再
建
を
検
討

し
て
い
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

展
示
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

展
示
場
所　
益
城
町
テ
ク
ノ
仮
設
団
地

問
県
住
宅
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
４
７

▼�

特
に
高
齢
者
の
事
故
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の

転
倒
事
故
が
多
い
の
で
気
を
つ
け
る

▼�

道
路
や
路
肩
、
ほ
場
の
傾
斜
な
ど
、
作

業
の
周
辺
を
十
分
確
認
す
る

▼�

機
械
の
点
検
や
清
掃
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
て
か
ら
行
う

問
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

菊
池
市
地
場
企
業
等
立
地
促
進

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
市
で
は
、
経
済
発
展
、
産
業
振
興
、
雇

用
機
会
の
増
大
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

優
良
な
地
場
企
業
な
ど
の
市
外
移
転
に
対

す
る
抑
制
と
住
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
企
業
の
立
地

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対　
象　

▼
地
場
企
業
（
本
市
に
登
記
簿
上
の
本
社

を
有
す
る
企
業
）
で
あ
る
こ
と
▼
菊
池
市

企
業
誘
致
促
進
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

な
い
こ
と

①
新
設
の
場
合

※
次
の
条
件
全
て
を
満
た
す
こ
と

▼
市
内
に
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
工

場
等
用
地
を
取
得
し
工
場
を
開
設
す
る
こ

と
▼
工
場
な
ど
の
立
地
が
当
該
地
域
の
土

地
利
用
計
画
に
適
合
す
る
こ
と
▼
新
規
雇

用
者
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
▼
投
下
固

定
資
産
総
額
が
５
千
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
▼
市
と
進
出
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

②
増
設
・
移
設
の
場
合

※
次
の
条
件
全
て
を
満
た
す
こ
と

▼
市
内
に
３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
工
場
等

用
地
を
取
得
し
工
場
を
増
設
・
移
設
す
る

こ
と
▼
工
場
な
ど
の
立
地
が
当
該
地
域
の

土
地
利
用
計
画
に
適
合
す
る
こ
と
▼
新
規

雇
用
者
が
５
人
以
上
で
あ
る
こ
と
▼
当
該

事
業
の
従
業
員
規
模
が
移
設
前
よ
り
縮
小

さ
れ
な
い
こ
と
▼
市
と
進
出
協
定
を
締
結

す
る
こ
と

補
助
内
容
・
限
度
額

①
用
地
取
得
補
助
金
・
１
億
円

　
土
地
購
入
額
の
10
％　

②
雇
用
促
進
補
助
金
・
３
０
０
万
円

　
雇
用
し
た
新
規
雇
用
者
の
う
ち
、
本
市

に
住
所
を
有
す
る
者
１
人
当
た
り
20
万
円

を
交
付　

③
施
設
整
備
補
助
金
・
１
億
円　

　
投
下
固
定
資
産
総
額
の
10
％
※
田
島
工

業
団
地
用
地
を
取
得
す
る
場
合
の
み

問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　
　

　
☎（
25
）７
２
２
３
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

相
談

児
童
生
徒
の
就
学
費
用
を

援
助
し
ま
す

就
学
援
助
制
度

　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒

が
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
、
保
護
者
を
対
象
に
学
用

品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま

す
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
な
の
で
引
き
続

き
希
望
す
る
人
も
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
在
籍
す
る
学
校
に
あ
る
申
請
書
に
記
入

し
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
認
定

さ
れ
た
場
合
、
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
援

助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
新
入
生
に
限
り
、

４
月
末
ま
で
に
申
請
し
認
定
さ
れ
た
場

合
、
４
月
分
か
ら
援
助
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
学
務
係　
　

　
☎（
25
）７
２
３
１

　高齢ドライバーによる悲惨な交通事故が全国各地
で多発しています。運転に不安を感じたら交通事故
を起こす前に運転免許を返納しましょう。
　市内に住んでいる人で 12 月末までに、菊池地区
交通安全協会へ運転免許を全部返納すると次の①～
④の特典を全て受けられます。

■自主返納の特典（先着順で数に限りがあります）
①�交通券 2,000 円分
※交通安全協会未加入者は1,000 円分
　交通券は次のバス・タクシーで使えます。（バス
は市内を発着するものに限る）産交バス、熊本電鉄
バス、菊池べんりカー、菊池観光タクシー、電鉄タ
クシー、一真総合タクシー、泗水タクシー、国際観
光タクシー、きくちあいのりタクシー
②買い物券 2,500 円分
※�菊池第３セクター連絡協議会に加入の５事業所で

利用できます。
③温泉券３枚（1,000 円相当）
※�菊池温泉観光旅館協同組合に加入の９施設で利用

できます
④タオル１枚

問菊池地区交通安全協会　☎（24）0110

り
災
証
明
書
・
り
災
届
出
証
明

書
の
申
請
は
５
月
31
日
ま
で

　
熊
本
地
震
で
住
家
や
動
産
な
ど
に
被
害

を
受
け
た
人
に
「
り
災
証
明
（
り
災
届
出

証
明
）」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
申
請
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
、
期
限
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
り
災
証
明
書　
住
家・非
住
家
（
建
物
）

▼�

り
災
届
出
証
明
書　
建
物
以
外
の
も
の

（
動
産
な
ど
）

必
要
書
類　
印
か
ん
、
写
真
（
全
景
・
被

害
箇
所
）、
位
置
図
、
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
、
委
任
状
（
同
居
家
族
で
な

い
人
）

申
請
期
限　
５
月
31
日
㈬

問
市
民
課　
☎（
25
）７
２
１
１

募
集農

地
を
貸
し
た
い
人

借
り
た
い
人
募
集

　
熊
本
県
農
業
公
社
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し

た
い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」

と
い
う
人
は
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓

口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
農
業
公
社

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

日　
程　
７
月
26
日
㈬
～
８
月
16
日
㈬

※
派
遣
先
で
異
な
り
ま
す
。

派
遣
先　
イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
（
７
カ
国
）

内　
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
体
験
、

英
語
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
文
化

交
流
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
03（
６
４
１
７
）９
７
２
１

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
）
で
は
、
平
成
29
年
度
春
の
青
年
海

外
協
力
隊
と
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
～
５
月
10
日
㈬

　
募
集
期
間
中
は
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
体
験
談
や
活
動
紹
介
を
行
う
「
体

験
談
＆
説
明
会
」
を
各
県
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
開
催
日
時
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ⓗhttp://w
w
w
.jica.go.jp

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
市
民
参
加
協
力
課

　
☎
０
９
３（
６
７
１
）６
３
１
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
簡
単
な
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
楽
し
い
教
室
で
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
５
月
18
日
㈭
～
平
成
30
年
３
月

８
日
㈭　
毎
週
㈭
午
前
10
時
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館

対
象
者　
20
歳
以
上
の
市
民

定　
員　
50
人

参
加
費　
年
間
５
千
円
（
別
途
年
間
保
険

料
あ
り
）

問
●申
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館　
☎（
38
）３
８
８
５　
※
㈪
休
館

問
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

さ
わ
や
か
健
康
教
室

　
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
認
知
症
予
防
に
効

果
が
み
ら
れ
る
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
外
活

動
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
公
的
資

格
を
持
つ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

と　
き　
４
月
18
日
㈫
～
平
成
30
年
３
月

13
日
㈫　
毎
週
㈫
午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
総
合
体
育
館

内　
容　
ラ
ジ
オ
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ・筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ・

ダ
ン
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

参
加
費　
年
間
２
千
円
（
保
険
料
込
み
）

※
65
歳
未
満
の
人
は
２
８
５
０
円

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

高
齢
者
健
康
教
室

　
健
康
体
操
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
体
操
以
外
に
も
ダ
ン
ス
や
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
無
理
せ
ず
自
分
の

ペ
ー
ス
運
動
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
で
す
。

と　
き　
４
月
12
日
㈬
～
平
成
30
年
３
月

28
日
㈬　

毎
月
第
２・
４
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室

定　
員　
30
人
程
度

申
込
期
限　
４
月
10
日
㈪

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー　

　
☎（
25
）２
６
２
７

健
康
体
操
教
室

小
中
学
校
フ
ッ
化
物
洗
口

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
む
し
歯
予
防
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
市
内
の
全
小
中
学
校
で
希

望
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
フ
ッ
化
物
洗

口
（
プ
ク
プ
ク
う
が
い
）
の
取
り
組
み
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
、
週
に
１
回
、
学
校
に
来
て
手
伝
っ
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
学
校
教
育
課
学
務
係　

　
☎（
25
）７
２
３
１

菊
池
市
総
合
計
画

策
定
審
議
会
委
員
募
集

　
現
在
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
前
期
基
本
計
画

に
沿
っ
て
行
財
政
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
度
か
ら
の
後
期
基
本
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
協
働
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
菊
池
市
総
合
計
画
策
定
審
議

会
委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

総
合
計
画
と
は

　
市
行
政
の
全
分
野
の
最
上
位
計
画
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
計
画
で
、
中
長
期
的

な
視
野
で「
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
」や「
将

来
像
」
を
示
し
、
市
の
「
現
状
と
課
題
」

に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
体
系
的
に
表
現
す

る
も
の
で
す
。

総
合
計
画
策
定
審
議
会
の
役
割

　
審
議
会
は
、
市
民
意
識
調
査
や
各
種
統

計
デ
ー
タ
、
さ
ら
に
現
在
の
計
画
の
進
捗

状
況
等
を
も
と
に
作
成
す
る
「
素
案
」
に

つ
い
て
、
調
査
・
審
議
を
行
い
、
取
り
ま

と
め
た
結
果
を
市
長
に
答
申
し
ま
す
。

募
集
人
数　
若
干
名

応
募
資
格　
市
内
に
住
む
18
歳
以
上
の
人

で
、
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が

あ
り
、
客
観
的
な
視
点
か
ら
公
平
な
話
し

合
い
が
で
き
、
昼
間
ま
た
は
夜
間
に
開
催

す
る
会
議
（
５
回
程
度
）
に
参
加
で
き
る

人
。

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
総
合
計
画
の
策

定
が
終
了
す
る
ま
で
。
平
成
30
年
3
月
ご

ろ
ま
で
を
予
定
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用

紙
は
、
企
画
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課
で
配
布
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　
４
月
14
日
㈮
午
後
5
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
必
着
。

審
査
お
よ
び
選
考　

提
出
書
類
に
基
づ

き
、
応
募
動
機
や
経
歴
、
男
女
・
年
齢
の

比
率
な
ど
を
考
慮
し
選
考
し
ま
す
。

問
●申
企
画
振
興
課
企
画
係　

　
☎（
25
）７
２
５
０　
Ⓕ（
25
）１
１
１
３

　
Ⓔkikaku@

city.kikuchi.lg.jp

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
の
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係
（
本
庁
舎
増
築

棟
１
階
）
※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
８

　
健
康
、
家
族
や
友
人
関
係
、
職
場
の
人

間
関
係
な
ど
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
専
門
の
臨
床
心
理
士
（
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
が
無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
の
相
談
日
時
な
ど
を
伺
い

ま
す
（
閉
庁
日
は
除
く
）。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

こ
こ
ろ
の
相
談

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
４
月
27
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

運転免許を返納しませんか
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
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講
演
・
講
習

救
命
講
習

　
定
期
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
突
然

の
け
が
や
病
気
な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
、
応
急
手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
参
加
費
無
料
で
す
。
①
～
⑤
は
普
通

講
習
、
⑥
は
上
級
講
習
で
す
。

開
催
日
・
場
所
・
定
員

①
４
月
12
日
㈬　
消
防
本
部　
20
人

②
４
月
26
日
㈬　
西
消
防
署　
30
人

③
５
月
10
日
㈬　
北
消
防
署　
30
人

④
５
月
31
日
㈬　
消
防
本
部　
20
人

⑤
６
月
14
日
㈬　
北
消
防
署　
30
人

⑥
６
月
21
日
㈬　
西
消
防
署　
30
人　

時　
間　
①
～
⑤
午
前
９
時
～
正
午
、
⑥

午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救
急

係　
　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

イ
ベ
ン
ト

４
月
の
内
容

13
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

20
日
㈭　
こ
い
の
ぼ
り
作
り

27
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象

　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
オ
イ
ル
代
と
し
て

２
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
４
月
28
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
役
所
増
築
棟
２
階

　
　
　
　
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
25
日
㈫

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
４
月
18
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
役
所
増
築
棟
３
階

�

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
手
話
通
訳
者
が
増
え
る
こ
と
は
地
域
の

聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
発
展
に
つ
な
が
り

ま
す
。
手
話
通
訳
者
に
な
り
た
い
人
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　

①
入
門
課
程
（
18
日
間
）　

　
４
月
５
日
㈬
～
８
月
９
日
㈬

　
毎
週
㈬�　
午
後
７
時
～
９
時

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
な
ど
、
今
な
お
多

く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
い
る
曲
を
子
ど

も
た
ち
の
爽
や
か
な
透
明
感
の
あ
る
歌
声

で
お
届
け
し
ま
す
。
入
場
無
料
。
ご
来
場

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
４
月
29
日
㈯
㈷

　
開
場　
午
後
６
時

　
開
演　
午
後
６
時
30
分

と
こ
ろ　
泗
水
ホ
ー
ル

賛
助
出
演　
合
唱
団
し
す
い

問
菊
池
少
年
少
女
合
唱
団
事
務
局
松ま

つ
　
も
と本

　
☎
０
９
０（
８
２
９
８
）２
７
７
８

菊
池
少
年
少
女
合
唱
団
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
Ｃこ

こ

ん

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
は
、
県
内
（
熊
本
市
を

除
く
）
の
子
ど
も･

若
者
（
15
歳
以
上
40

歳
未
満
）
を
支
援
す
る
た
め
の
総
合
相
談

窓
口
で
す
。

　
電
話
相
談
の
他
、
来
所
・
メ
ー
ル
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
人
に
限
ら
ず
、

家
族
や
友
人
・
知
人
か
ら
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容　
不
登
校
、
ひ
き
も
こ
り
、
就

労
、
ニ
ー
ト
、
進
学
、
中
途
退
学
、
発
達

障
が
い
、
疾
病
・
障
が
い
、
非
行
・
問
題

行
動
、
生
活
困
窮
、
非
虐
待
・
非
体
罰
、

い
じ
め
な
ど

問
●申
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

　
☎
０
９
６（
３
８
７
）７
０
０
０

　

Ⓜkow
aka-cocon@

w
ind.ocn.

ne.jp

未
来
は
一
本
の
電
話
か
ら

悩
ん
だ
と
き
は「
こ
こ
ん
」へ

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
役
所
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

②
基
礎
課
程
（
28
日
間
）

　
９
月
６
日
㈬
～
平
成
29
年
３
月
28
日
㈬

　
毎
週
㈬　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　
合
志
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
ど
り

館
（
合
志
市
福
原
２
９
２
２
番
地
）

受
講
資
格　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
し
、
手
話
通
訳
活
動
が
可
能
な
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負

担
）

申
込
期
間　
４
月
５
日
㈬
～
５
月
10
日
㈬

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
●申（一
財
）熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会　

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）５
５
８
７

緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情報、教育、
文化、スポーツ、観光、イベント情報も配信して

います。ぜひご利用ください。すでに登録している人
には、４月上旬に登録項目変更のメールを配信します。

■登録手順
①�携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新

規作成」などを選択。
②�「メール作成」画面を開いたら、宛先（TO）

に直接「kam@123123.tv」と入力し、
空メールを送信。
③ �10 分程度で「菊池安心メールのご

登録」というメールが届きますので、
メールを開き、文章の下段にある
URL（アドレス）を選択してください。
④�「会員登録」画面を開いたら、各

自当てはまる項目にチェックして
「登録」を選択します。

■�メールが届かなくなった人
　空メールを送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットからのメール拒否
が考えられます。「ドメイン指定受信設定」で確認して
ください。ドメイン指定受信設定方法はホームページ
に掲載していますのでご覧ください。
※�必ずドメイン「123123.tv」のみ入力するようにし

てください。
※�現在の設定や機種、携帯電話会社の設定変更などに

よって設定の方法が異なる場合があります。不明な
点は各携帯電話会社にお問い合わせください。

■ docomo お客様サポート　☎ 0120(800)000
■ au お客さまサポート　☎ 0077(7)111
■ SoftBank カスタマーサポート　☎ 0800(919)0157

ためになるばい！

安心安全メールをご利用ください！

これで安心♪

情報充実♪

問市長公室　☎ (25)7200

←登録用２次元コード

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
４
月
27
日
㈭

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム

※�

セ
ミ
ナ
ー
は
無
料
で
す
が
、
入
浴
・
休

憩
す
る
場
合
は
３
３
０
円
が
必
要
。

内　
容　

▼�

午
前
10
時
～
正
午　
健
康
相
談
・
チ
ェ
ッ

ク
（
身
体
測
定
、血
圧
測
定
、骨
密
度
測
定
、

足
指
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
な
ど
）

▼�

午
前
11
時
～
正
午　
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
お
湯
の
中
で
で
き
る

湯
中
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。
※
大
広
間

で
行
い
ま
す
の
で
、
水
着
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

正
午
～
午
後
０
時
40
分　
食
で
考
え
る

健
康　
6
5
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
塩

分
３
グ
ラ
ム
以
下
の
食
事
を
提
供
し
ま

す
。
※
食
事
は
７
０
０
円
。
４
月
20
日

㈭
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
七
城
温
泉
ド
ー
ム

　
☎（
26
）４
８
０
０

第
６
回

わ
く
わ
く
健
康
セ
ミ
ナ
ー

と　
き　
５
月
５
日
㈮
㈷　

と
こ
ろ　
菊
池
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

ー
※
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
ダ
ブ
ル
ぺ
リ

ア
方
式（
ハ
ン
デ
ィ
は
最
高
36
打
ち
切
り
）

料　

金　

１
１
８
０
０
円
、
メ
ン
バ
ー

７
５
０
０
円
（
プ
レ
ー
代
、
参
加
費
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
費
、
食
事
代
）

定　
員　
２
２
０
人
（
先
着
順
）

主　
催　
菊
池
市
ゴ
ル
フ
協
会

　
競
技
終
了
後
、
午
後
６
時
か
ら
菊
池
市

民
広
場
で
お
楽
し
み
抽
選
会
と
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

問
●申
菊
池
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
☎（
27
）１
１
２
１

第
31
回
菊
池
市
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市 民 の 広 場

対　象　市内に住んでいる人ならどなたでも歓迎します。
と　き　毎月第１㈪　午前９時～
ところ　七城老人福祉センター（七城町流川 349-1）
会　費　年 2,000 円（運営費・商品代など）
　　　　※入場料 100 円が毎回必要です
問●申七城囲碁愛好会　髙

た か

野
の

　☎（25）4785

七城囲碁愛好会
会員募集

囲碁を始めたい人募集
　会員がマンツーマン方式で優しく指導します。指導料は
無料です。皆さん囲碁を始めてみませんか。
対　象　市内に住んでいる人。女性や小中学生も大歓迎
と　き　毎週㈯　午前９時～ 11 時 30 分
ところ　七城老人福祉センター（七城町流川 349-1）
参加費　100 円（入場料）
　　　※中学生以上 60 歳未満の人は 300 円
問●申七城囲碁愛好会　村

む ら

上
か み

　☎（25）4950

 楊名時太極拳　生徒募集

　春から太極拳を一緒に楽しみませんか。初めての人も気
軽にお越しください。皆さんの参加をお待ちしています。
見学・体験も随時受け付けています。
と　き　毎週㈫　午後７時～８時
　　　　毎週㈭　午前 10 時～ 11 時
ところ　菊池市西部市民センター 
参加料　月 1,000 円
問●申楊名時太極拳師範　佐

さ

々
さ

木
き

☎ （25）0696 

第９回菊池市テニス協会
ダブルストーナメント大会

　試合に出たい人、楽しくプレーしている人、学校で部活
をしている人など、誰でも大会に参加できます。
と　き　５月５日㈮㈷　午前９時～午後５時　
　　　　※雨天予備日５月７日㈰
ところ　菊池市城山公園テニスコート
種　目　男子・女子ダブルス（フリー・C・D クラス）
参加料　１ペア 3,000 円　（高校生以下 2,000 円）
申込期限　４月 28 日㈮
問●申菊池市テニス協会事務局　竹

た け

森
も り

　
　☎ 090（3017）2989　

無料英会話体験レッスン

　教師資格保持者イギリス人教師 & 元日本人 CA が教え
る子どもから大人まで学べる英会話教室です。無料体験
レッスンにいらっしゃいませんか。
と　き　随時（お電話ください）
ところ　隈府下町、山鹿市、合志市、菊陽町
問●申ジョン英会話スクール
　☎ 090（8915）3776

　平成 29 年度から部活動が社会体育に移行するため、菊
池北、隈府、菊之池、花房、戸崎の各小学校で剣道部に入
部していた児童を中心に、「菊池剣道会」という剣道場を
開設することになりました。この機会に、ぜひ剣道を始め
てみませんか。
と　き　毎週㈫㈭㈮　午後６時 30 分～８時 30 分
ところ　菊池市総合体育館サブアリーナ
会　費　年会費 2,000 円、月謝 2,000 円
申込方法　随時受け付けます。お電話ください。
問●申菊池剣道会　北

き た

村
む ら

　☎ 090（9079）6165

菊池剣道会
加入者募集

　能楽は、ユネスコの世界無形文化遺産第１号に認定され
た日本を代表する伝統文化です。実際にお稽古をして、立
ち居振る舞いや礼儀作法などを楽しく学んでみませんか。
と　き　5 月 14 日㈰～ 10 月 29 日㈰（全８回）
　　　　※ 11 月３日㈮㈷に能場で発表会を開催します。
ところ　菊池老人福祉センター（隈府 432-1）
対　象　市内に住む４歳以上小学生以下の子どもと保護者
で、原則３日以上稽古に参加できる人
参加費　無料（発表会時の貸衣装代 2,000 円は実費）
問●申菊本　☎Ⓕ 096（352）1017　

きくち親子能楽教室
参加者募集

新緑の森で遊ぼう「新茶つみ体験」
参加者募集

　子供の未来を考える会では、年間を通して定期的にイベ
ントを開催しています。皆さんぜひご参加ください。
と　き　５月７日㈰　午前 10 時～午後３時
ところ　きくちふるさと水源交流館（原 1600 番地）
対　象　小学生と保護者
参加費　親子2,000 円（大人１人、子ども１人）
定　員　50 組
問●申子供の未来を考える会　渡

わ た

辺
な べ

　☎ 090（2808）5459　
　Ⓕ（27）0107

菊池城山公園内にある
晩香の顕彰碑

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

10

　
「
遜
志
堂
」
を
創
建
し
、
43
年
間
と
い
う

長
き
に
わ
た
り
、
1
5
0
0
人
も
の
門
弟

の
教
育
に
尽
く
し
た
晩
香
は
、
教
育
者
の

ほ
か
に
菊
池
神
社
の
神
職
と
し
て
の
顔
も

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
1
8
7
2
（
明
治
５
）
年
、40
歳
の
と
き
、

晩
香
は
菊
池
一
族
を
祭
る
菊
池
神
社
の
、

創
建
後
２
代
目
の
神
官
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
渋
江
家
は
代
々
天
地
元
水
神
社

の
神
職
が
家
業
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
祖
先

の
紫し

陽よ
う

、
松し

ょ
う

石せ
き

が
菊
池
一
族
の
忠
誠
を
世

に
広
め
る
べ
く
奔
走
し
た
と
い
う
背
景
か

ら
、
晩
香
自
身
こ
の
抜
て
き
に
は
大
い
に

喜
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
8
7
8
（
明

治
11
）
年
に
菊
池
神
社
が
別べ

っ

格か
く

官か
ん

幣ぺ
い

社し
ゃ

（
国

家
の
た
め
に
特
別
な
功
労
が
あ
っ
た
人
物

を
祭
る
神
社
）
に
昇
格
す
る
と
、
晩
香
は

禰ね

宜ぎ

（
宮
司
に
次
ぐ
神
職
）
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
、
晩
香
は
日
本
の
歴
史
に

関
わ
る
大
き
な
出
来
事
に
遭
遇
し
ま
す
。

時
代
は
ち
ょ
う
ど
明
治
維
新
を
経
て
、
明

治
憲
法
が
作
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
さ
な

か
。
晩
香
の
元
に
、
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ふ
み

の
内
命
を

受
け
て
、
ひ
そ
か
に
あ
る
政
府
の
要
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
木
下
塾
で
晩
香
と

机
を
並
べ
た
、
井い

の

上う
え

毅こ
わ
し

で
し
た
。
井
上
の

目
的
は
、
菊
池
神
社
の
御
霊
代
と
し
て
神

殿
深
く
奉
祀
さ
れ
て
い
た
、
菊
池
13
代
武

渋し
ぶ

江え

晩ば
ん

香こ
う

㊦（
１
８
３
２
～
１
９
１
４
）

重
直
筆
の
「
寄
合
衆
内
談
の
事
」（
菊
池
家

憲
）を
閲
読
す
る
こ
と
。
晩
香
は
迷
い
の
末
、

神
の
意
思
を
問
う
儀
式
を
行
っ
た
後
、
こ

れ
を
井
上
に
見
せ
た
と
い
い
ま
す
。
任
務

を
果
た
し
東
京
に
帰
っ
た
井
上
は
、
明
治

憲
法
の
発
布
後
、
晩
香
の
元
に
憲
法
書
類

を
送
付
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
1
9
0
8
（
明
治
41
）
年
、
76
歳
の
晩

香
は
、
菊
池
神
社
第
４
代
宮
司
に
昇
任
し

ま
す
。
実
は
晩
香
自
身
は
、「
菊
池
神
社
の

宮
司
に
は
菊
池
氏
の
血
脈
を
引
い
た
人
が

適
当
」
と
し
て
、
一
生
禰
宜
と
し
て
過
ご

す
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
晩
香
の
知
恵
や
人
柄
、
経
歴
な
ど
か
ら
、

菊
池
神
社
関
係
者
の
総
意
を
も
っ
て
推
薦

さ
れ
た
の
で
し
た
。
老
齢
な
が
ら
晩
香
は
、

若
い
頃
か
ら
鍛
え
た
足
で
、
神
社
へ
の
険

し
い
山
道
を
通
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
1
9
1
4
（
大
正
３
）
年
１
月
、
晩
香

は
教
育
者
と
し
て
、
そ
し
て
神
職
と
し
て

菊
池
に
尽
く
し
た
82
年
間
の
生
涯
を
終
え

ま
し
た
。

abc

問市長公室広報交流係　☎ (25)7252

デタポンとは
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多
品
種
の
製
品
を
短
納
期
で
製
造
で
き
る
会
社

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す

㈲
未
来
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

◆
所
在
地　
泗
水
町
吉
富
３
２
１
５
番
地
25

◆
従
業
員　
19
人

◆
設　
立　
平
成
17
年
12
月

☎
０
９
６
８（
38
）７
７
１
０

◆
主
な
製
品　
家
電
、
情
報
機
器
、
Ｏ
Ａ
機
器
、

自
動
車
な
ど
の
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
電
子

部
品
を
自
動
で
実
装
す
る
た
め
の
包
装
資
材
の

製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
や
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
の
長
尺

シ
ー
ト
を
実
装
さ
れ
る
部
品
の

形
状
に
合
わ
せ
成
形
し
製
造
・

販
売
。
精
密
機
械
配
線
部
の
加
工
・
組
み
立
て

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
自
社
製
品
は
も
の
づ
く

り
の
自
動
化
ラ
イ
ン
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
社
会
に
役
立
つ
よ
う
な
会
社

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
天
然
名
水
使
用

「
浸
み
わ
た
る
水
素
水
」

㈱
ア
ビ
ス
ト 

Ｈ
＆
Ｆ 

熊
本・菊
池
事
業
所

◆
所
在
地　
七
城
町
蘇
崎
１
３
６
５
‐
８

◆
従
業
員　
10
人

◆
設　
立　
平
成
25
年
３
月

☎
０
９
６
８（
41
）５
５
３
５

Ⓗhttp://w
w

w
.abist-hf.co.jp

◆
主
な
製
品　
水
素
水
を
製
造
し
、
通
信
販
売

に
て
全
国
の
お
客
様
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
「
浸
み
わ
た
る
水
素
水
」
は
完
全

受
注
生
産
。
注
文
を
受
け
て
か

ら
最
新
鋭
の
工
場
で
高
濃
度
水

素
水
を
製
造
し
、
お
客
さ
ま
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
ま
れ
に
み
る
お
い
し
い

天
然
名
水
を
使
用
し
た
「
浸
み
わ
た
る
水
素
水
」

の
ご
注
文
・
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
１
２
０

（
９
１
３
）８
１
６
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
62
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：高
たか

木
き

幸
ゆき

正
まさ

さん

代表：上
うえ

野
の

誠
せい

也
や

さん

⑰

会社外観

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.33

　３年生を対象に旭志公民館で、伝承料理教室を
開催。自分の体や生活スタイルに基づいた健康づ
くりの実践方法を学びました。生徒たちはヘルス
メイトの皆さんの話にしっかりと耳を傾けながら、
とても楽しそうに調理していました。自分の健康
を見つめ直すとともに、地域の「食」を身近に感
じる時間となりました。

旭志中学校

　市内小中学校では、地産・地消を目的に毎月 19
日を「くまさん（熊産）デー」とし、県産の食材
を使用した給食が提供されています。市では、そ
れをさらに進めた「きくちさんデー」の導入を現
在検討しており、自校式給食の本校で全校生徒の
ほか、江

え

頭
がしら

実
みのる

市長や原
はら

田
だ

和
かず

幸
ゆき

教育長などが参加し
て給食試食会が開催されました。試食した生徒は

「とてもおいしかった。これからも菊池の食材をた
くさん使った給食を作ってほしい」と笑顔で話し
ました。

菊池北中学校
池産デー 給食試食会！菊２月16 日

食事の仕方も学びましたヘルスメイトの皆さんと調理

伝承料理に舌鼓

　菊池市文化会館で生涯学習フェスティバルが開
催され、６年２組の児童 24 人が伝統芸能の狂言

「柿山伏」を披露。子どもたちの熱演に観客からは、
大きな拍手が送られました。狂言を披露した児童
は「狂言独特の足の運びや扇の動きを覚えるのは
大変でしたが、伝統的な文化に触れる貴重な機会
になりました」と笑顔で話しました。

涯学習フェスで「狂言」を披露生
菊池北小学校２月11 日

るさとの味を学びましたふ12 月14 日

　４年生が中心となり取り組んでいるホタルプロ
ジェクト。その活動の一環で、笠

りゅう

昭
しょう

二
じ

さん（広瀬）
宅の塀に「ホタルの一生」という看板を設置させ
てもらい、ホタルの生態について学習しています。
たくさんのホタルが花房地区に姿を現してくれる
ことを願い、今後も活動を続けていきます。

１月31日

「ホタルの一生」看板 笠さんから説明を受ける児童

タルプロジェクト進行中！ホ
花房小学校

七城小学校
中一緒にあいさつ運動！小２月８日

　毎週水曜日は、企画委員会と生活委員会の児童
があいさつ運動に取り組んでいます。七城中学校
でも同じように取り組んでいるとのことでしたの
で、今回は小学生と中学生の立つ場所を交代して
実施しました。児童たちは、普段とは違う環境に
少し緊張した様子であいさつを交わしていました。

七城中学校正門であいさつ運動を行う児童

製品写真

見事なせりふ回しを披露 狂言「柿山伏」

会社外観

製品写真

江頭市長の講話もありました 献立

　

癒
し
の
里
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
る
一
ノ
瀬
さ
ん
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
寄
せ
植
え
講
習
会
、
小
学

生
向
け
の
ホ
タ
ル
の
学
習
会
、
商
店
街
の
雰
囲
気

づ
く
り
な
ど
、
自
然
や
地
域
活
性
を
テ
ー
マ
に
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
お
菓
子
作
り
や
料
理
で
「
人
か
ら
お
い

し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と

話
し
ま
す
。
い
ろ
ん
な
古
い
も
の
を
集
め
る
の
も

楽
し
み
の
一
つ
。「
風
合
い
を
楽
し
ん
だ
り
、
使
っ

て
い
た
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
想
像
し
た
り
す
る
の

が
好
き
で
す
」。
今
後
に
つ
い
て
は
「
菊
池
が
花
や

緑
で
あ
ふ
れ
た
街
に
な
る
よ
う
、
い
つ
か
花
開
く

こ
と
を
信
じ
て

少
し
ず
つ
種
を

ま
い
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま

し
た
。

vol.５

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
長
公
室
広
報
交
流
係

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

【 

聞
き
手 

】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー　
伊い

藤と
う 

亮り
ょ
う

癒
し
の
里
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

一い
ち

ノの

瀬せ 
萌も

え

子こ

さ
ん

菊
池
を
花
や
緑
で

あ
ふ
れ
た
街
に

◀�

愛
用
し
て
い
る
ス

コ
ッ
プ
と
と
も
に

イラストが得意で
ポスターや案内板
なども手作りする
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東京泗水会の皆さん

泗水ふるさとのつどい
　東京都内で東京泗水会（石

い し

坂
ざ か

玲
れ い

子
こ

会長）の総会が開
催され、会員など約 60 人が一堂に会しました。総会
と懇親会には、東京菊池会の平

ひ ら 　 や ま 　 せ い 　 ご う

山正剛会長や泗水町出
身の市議、泗水商工会の皆さんの参加もあり、ふるさ
とへの熱い思いが交わされました。昨年４月の熊本地
震の際には、東
京泗水会の皆さ
んから義援金や
ふるさと納税な
ど温かいご支援
をいただいてい
ます。ありがと
うございました。

１月 29 日　第 27 回東京泗水会総会

竜門ダム周辺

竜門ダム周辺

竜門ダム周辺

あさひが丘住宅

川下区

植樹の輪が広がっています！　日本一の桜の里づくり
　「菊池さくら千年プロジェクト」の一環として、市
内 6 カ所で桜の植樹がありました。２月 26 日に竜門
ダム周辺に 57 本、迫間川堤防に６本。３月５日にあ
さひが丘住宅に 22 本、矢護川堤防に 10 本。計 95
本を植樹しました。
　参加者は「貴重な体験ができてよかった」「早くみ
んなでお花見したい」と話していました。このプロジェ
クトは日本一の桜の里を目指して始まったもので、こ
としで 4 年目を迎えます。主に河川堤防や道路沿い
への桜の植樹と管理を行っています。

２～３月　菊池さくら千年プロジェクト

神
お と ど

来区

　　　古閑さん　　　 熊本県パン協同組合
　　　　　　　　　　　　　甲斐さん

古閑信也さんと県パン協同組合が受賞
　県農業コンクールの表彰式があり、古

こ

閑
が

信
し ん

也
や

さん（甲
佐町）が新人王部門の優良賞に輝き、熊本県パン協同
組合（甲

か

斐
い

秀
ひ で

和
か ず

理事長）が農業貢献賞を受賞しました。
　古閑さんは品質を重視し、県育成いちご「ひのしず
く」の品種特性を生かした栽培に取り組んでいること、
県パン協同組合
は、安全安心な
おいしい学校給
食用パンを日々
提 供 す る た め、
尽力しているこ
とが評価されま
した。

１月26 日　第 57 回熊本県農業コンクール

放水訓練も実施しました

北宮阿蘇神社で文化財防火訓練
　毎年１月 26 日は「文化財防火デー」と定められて
おり、文化財の防火防犯に対する啓発活動が全国各地
で行われています。本市では、北宮阿蘇神社で防火訓
練を実施。地域住民や地元消防団など約 20 人が参加
しました。訓練は暖を取りながら境内を掃除していた
ところ、社殿に
火が燃え移った
と想定。菊池北
消防署から指導
を受けながら通
報や文化財の運
び出しなどを訓
練しました。

１月28 日　第 63 回文化財防火デー

県美容業組合菊池支部が表彰
　県美容業環境衛生同業組合菊池支部が、県緑化環境
美化功労者表彰を受け、報告のため市役所を訪れまし
た。この表彰は、長年にわたり月１回以上の美化・緑
化活動を行っている団体を表彰するもので、同支部は
８年前から社会奉仕活動の一環として、菊池公園の花
壇の管理を行っ
ています。毎年
春にはたくさん
のチューリップ
が 花 を 咲 か せ、
桜とともに多く
の観光客を楽し
ませています。

２月６日　緑化環境美化功労者表彰

美容業環境衛生同業組合菊池支部の皆さん

左から倉敷紡績㈱の西
に し

垣
が き

伸
し ん

二
じ

さん、前菊池
市健康福祉部長の木

き

原
は ら

雄
ゆ う

二
じ

 

倉敷紡績㈱が自社製品を寄贈
　森北工業団地内に立地している倉敷紡績㈱が、社会
貢献活動の一環として、市内の幼稚園や保育園などに
自社製品の抗菌・抗ウイルス加工タオルハンカチを寄
贈しました。この取り組みは「10-100（テン・ハン
ドレット）プロジェクト」と呼ばれる同社独自の活動
で、清掃活動に
参加した社員 10
人ごとに地域へ
100 の自社製品
を贈る社会貢献
活動として倉敷
紡績㈱全社で実
施されています。

１月 25 日　社会貢献活動

木原さん（高野瀬）

木原昭三さん、宮本匡博さんに功労表彰
　菊池市まちづくり生涯学習フェスティバルで市民表
彰があり、木

き

原
は ら

昭
しょう

三
ぞ う

さんと宮
み や

本
も と

匡
ま さ

博
ひ ろ

さんに功労表彰が
贈られました。木原さんは「文教菊池」再興のため、
市教育委員長などを歴任。「菊池教育会」の会長も務め
られ、菊池市民劇の上演に尽力されました。宮本さん
は、手話サーク
ル「やまびこ会」
の 講 師 と し て、
学校などの手話
指導に尽力。健
常者とろうあ者
の親睦交流にも
貢献されました。

２月 11 日　市民表彰

宮本さん（高野瀬）
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1. 公民館講座の展示作品　2. 旭志公民館講座の古着ファッションシ
ョー　3. まが玉作り体験　4. 絵本の読み聞かせ「おはなしのへや」

大人も子どももフェスティバルを満喫
　菊池市文化会館で開催され、市内外から約 800 人
が参加しました。ステージ発表では３団体が日頃の練
習の成果を披露。会場からは惜しみない拍手が送られ
ました。記念講演では「人生に響く日本語」と題し、
日本テレビ系「世界一受けたい授業」などでおなじみ
の金

き ん

田
だ

一
い ち

秀
ひ で

穂
ほ

さん（杏林大学教授）がユーモアを交
えながら講話。小ホー
ルでは、ものづくり教
室やリサイクル本の配
布、吹き矢体験なども
あり、子どもから大人
までフェスティバルを
満喫していました。

２月 11 日　菊池市まちづくり生涯学習フェスティバル

講演する金田一さん

1

3

2

4

斎藤製茶園の齊
さ い

藤
と う

敏
と し

春
は る

さん

スーパーで買いたい!フード30選に選出
　千葉県でスーパーマーケット・トレードショーが開
催され、本市から出展していた斎藤製茶園の「和ちょ
こ」が「スーパーマーケッ
トで買いたい!フード30選」
に、871 商品の中から選ば
れました。
　「和ちょこ」は斉藤製茶園
の夏茶で作ったようかんを
ベルギー産のチョコレート
で挟み、粉末のお茶をまぶ
した日本茶尽くしのチョコ
レートです。菊池まるごと
市場などで購入できます。

２月 19 日　斎藤製茶園「和ちょこ」

三池さん

三池哲子さんに感謝状贈呈
　平成 14 年度に「くまもとふるさと食の名人」に認
定された三

み

池
い け

哲
て つ

子
こ

さん（川下）へ熊本県知事から感謝
状が贈られました。三池さんは長きにわたり熊本の食
文化継承に尽力されており、子どもたちへの食育や料
理教室をはじめ、平成 28 年度には生涯学習講座「メ
ンズクッキング」
で講師を務める
など、積極的に
活動されていま
す。今回はその
取り組みが認め
られ、感謝状が
贈られました。

２月 22 日　くまもとふるさと食の名人

左から北
きた

遼
りょう

太
た

郎
ろう

先生、後藤さん、関
せき

嘉
よし

晋
くに

先
生

後藤楓花さんが優勝
　宇城市のウイングまつばせで「第 31 回熊本県剣道
道場連盟学年別個人選手権剣道練成大会」が開催され、
泗水小剣道部の後

ご

藤
と う

楓
ふ う

花
か

さんが強豪を退け、優勝の栄
冠を勝ち取りました。優勝した５年生女子の部には
県内から 55 人が出場。後藤さんは「家族や仲間など
たくさんの応援
があり、優勝す
ることができた。
次の大会でも良
い結果が残せる
ように頑張りた
い」と抱負を語
りました。

２月 11 日　学年別個人選手権剣道練成大会

勢いよくスタートする選手たち

町内を全力疾走！たすきをつなぎました
　孔子公園をスタート・ゴールに、全９区間 32.5㌔
のコースで行われ、30 チームが参加しました。上位
の結果は次のとおりです。【一般の部】優勝：富納区（２
時間８分 33 秒）２位：北住吉区（２時間 16 分９秒）
３位：福本一区（２時間 16 分 14 秒）【オープン】
優勝：泗水中サッ
カー部（２時間
６分２秒）２位：
チーム K（２時
間８分 44 秒）３
位：泗 水 中 野 球
部（ ２ 時 間 15
分４秒）

２月 14 日　第 43 回泗水町内一周駅伝大会

受章した岩根さん

岩根新一さんが緑十字金章を受章
　東京都で第 57 回交通安全国民運動中央大会が開催
され、岩

い わ

根
ね

新
し ん

一
い ち

さん（岩本）が緑十字金章を受章しま
した。岩根さんは、菊池地区交通安全協会副会長や菊
池市交通安全指導員会会長などを歴任。長年にわたり
交通安全活動に尽力しました。岩根さんは「受章はと
ても光栄なこと。
交通安全活動に
努めてきたこと
が認められてう
れしい。今後も
活動を続けてい
きたい」と話し
ました。

２月 14 日　交通栄誉章

左から江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、竹
た け

内
う ち

勝
まさる

取締役、竹
た け

内
う ち

育
い く

美
み

代表取締役、小
お

野
の

泰
た い

輔
す け

副知事、くまモン

㈲竹内園芸と立地協定を締結
　㈲竹内園芸が菊池市出田地内に新たに用地を取得
し、野菜苗の育苗施設を新設することが決まり、県庁
で協定調印式がありました。施設は来年１月に着工予
定で、建築面積は約４ヘクタール。総投資額は約 15
億円で、新たに 140 人を雇用する予定です。
　 同 施 設 で は、
接ぎ木ロボット
など最先端設備
の導入を予定し
ており、平成 30
年度内の営農開
始を目指してい
ます。

２月 15 日　企業進出協定

受賞した皆さん

第11回万句のふるさと菊池表彰式
　七城公民館で第 11 回万句のふるさと菊池の表彰式
があり、出席した 23 人の児童・生徒に表彰状と記念
品が贈られました。今回の募集には県内や本市の姉
妹都市、友好都市、交流都市の小中学生から、俳句
10,137 句、短歌 1,339 首、計 11,476 の作品が寄
せられました。
　入選者 200 人
の う ち 30 人 が
最優秀賞に選ば
れました。受賞
者の皆さん、お
めでとうござい
ます。

２月 20 日　俳句・短歌

KCG30 の皆さんと同協会長の江頭市長㊨
㊤、國

く に

津
つ

剛
つよし

前菊池警察署長㊧㊤

ＫＣＧに感謝状贈呈
　市内の女子高生 30 人で構成する防犯ボランティア
団体・KCG30 の卒業生 13 人に市防犯協会と菊池警
察署が感謝状と記念品を贈りました。KCG30 は、菊
池高、菊池女子高、菊池農業高の生徒で平成 22 年に
発足。防犯活動や交通安全の街頭啓発などに参加して
います。卒業生
の松

ま つ

窪
く ぼ

鈴
り ん

香
か

さん
は「ボランティ
ア活動を通して
自分の成長を感
じることができ
た」と活動を振
り返りました。

２月 22 日　市内女子高生防犯活動

受賞した齊藤さん

齊藤敏春さんが特別賞を受賞
　ＪＡ熊本経済連ホールで熊本県茶振興大会が開催さ
れ、熊本県茶品評会の表彰式が行われました。本市か
ら齊

さ い

藤
と う

敏
と し

春
は る

さん（小原）が「茶園の部」で特別賞（九
州農政局長賞）を受賞しました。
　齊藤さんは「今後も菊池茶の PR 活動に努め、お茶
の魅力をたくさ
んの人に知って
もらいたい。土
作りを大事にし
て理想のお茶作
りに近づいてい
きたい」と抱負
を語りました。

２月 22 日　平成 28 年度熊本県茶振興大会

市民交流団と区長協議会の皆さん。かっぱ
淵でかっぱ釣りを体験しました

市民交流団が友好都市遠野市を訪問
　菊池市市民交流団７人と菊池市区長協議会 10 人が
友好都市の岩手県遠野市を訪問しました。出演者やス
タッフを全て遠野市民が務める市民劇「遠野ファンタ
ジー」の観賞や産地直売施設の見学などまちづくりの
特色を学んだほか、交流会では遠野市民の皆さんと
親睦を深めるこ
とができました。
参加した団員は

「温かくもてなし
てもらいこれま
での交流の絆を
感じた」と話し
ました。

２月 25 日～ 27 日　菊池都市間交流の会
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４月30日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

うさぎの谷薬局泗水店 菊池市 0968（38）7088

なかがわ歯科医院 菊陽町 096（232）4755

５月３日
㈬㈷

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466

菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

５月４日
㈭㈷

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

５月５日
㈮㈷

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

５月７日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

杜の里　かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

お誕生日
おめでとう!

専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成 29 年５月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日  ※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　�写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広報担当

まで申し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写真
のみ後日提出でも可能です。ホームページでも申し込みできます。

４月２日
㈰

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100
温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188
泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820
熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（41）5167
わたなべ歯科 大津町 096（293）2325

４月９日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222
ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771
城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506
友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211
金田歯科医院 大津町 096（293）1387

４月16日
㈰

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980
宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700
岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750
米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031
林秀樹歯科医院 菊池市 0968（25）4500

４月23日
㈰

光進会クリニック（内・循内・消内・皮・小） 大津町 096（294）8888
ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777
岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230
岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031
石川歯科医院 菊陽町 096（232）5818

４月29日
㈯㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164
菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566
川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230
副島耳鼻咽喉科クリニック（耳） 合志市 096（249）1777

五
ご

島
とう

智
ち

菜
な

ちゃん（○菊 深川）

じ
ぃ
じ
、

あ
ー
ち
ゃ
ん
、

大
好
き
ー
！

２歳 H27年４月９日生まれ

米
よね

田
だ

陽
はる

真
ま

くん（○泗 南住吉）

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、

か
っ
ち
ろ
、み
ゆ
き
、

大
好
き
だ
よ
！

３歳 H26年４月12日生まれ 菅
かん

　莉
り

里
り

ちゃん（○泗 富の原一）

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

だ
い
す
き
♡
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
で
ね
‼

３歳 H26年４月23日生まれ

岡
おか

﨑
ざき

裕
ゆ

来
き

斗
と

くん（○菊 木柑子）

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
☆

１歳 H28年４月２日生まれ

工
く

藤
どう

ゆずなちゃん（○泗 上住吉）

い
つ
も
笑
顔
で
元
気

い
っ
ぱ
い
！
歌
う
こ
と

が
大
好
き
で
す
♡

１歳 H28年４月18日生まれ

坂
さか

井
い

莉
り

子
こ

ちゃん（○泗 富の原西）

し
ん
ち
ゃ
ん
と

こ
た
ろ
う
く
ん
が
、

だ
い
す
き
よ
♡

３歳 H26年４月21日生まれ

岡
おか

本
もと

将
まさ

輝
き

くん（○菊 上赤星）

ま
い
姉
ち
ゃ
ん
、

と
も
き
兄
ち
ゃ
ん
、

大
好
き
♡

２歳 H27年４月10日生まれ

山
やま

本
もと

玲
れ

桜
お

くん（○菊 高野瀬）

お
に
い
ち
ゃ
ん
に

な
っ
た
よ
！

り
く
だ
い
す
き
！

３歳 H26年４月26日生まれ

開
ひらき

田
だ

　葵
あおい

ちゃん（○泗 高江）

み
か
ん
大
好
き
♪

お
散
歩
大
好
き
♪

パ
パ
だ

い
ス
キ
♡

１歳 H28年４月７日生まれ

紫
し

藤
とう

彩
あ

心
こ

ちゃん（○泗 桜山三）

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
大
好
き
！

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
！

１歳 H28年４月28日生まれ

藤
ふじ

川
かわ

曹
そう

揮
き

くん（○菊 立町）

か
な
と
、こ
こ
、ひ
な
、

そ
ら
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
ぅ
♡

２歳 H27年４月13日生まれ

高
たか

瀬
せ

颯
そう

介
すけ

くん（○泗 富の原中央）

め
ぐ
ち
ゃ
ん
♡

一
緒
に
保
育
園
行
け
て

嬉
し
い
よ

３歳 H26年４月29日生まれ

倉
くら

岡
おか

穂
ほ

尭
たか

くん（○菊 北宮）

り
ん
姉
、

小
学
生
に
な
っ
て
も

遊
ん
で
ね
♪

３歳 H26年４月22日生まれ

三
み

上
かみ

陽
よう

平
へい

くん（○菊 大琳寺）

レ
ベ
ル
３（
３
歳
）に

変
身
！
に
い
に
い
と

一
緒
に
闘
う
ぞ
！

３歳 H26年４月１日生まれ

永
なが

田
た

和
かず

真
ま

くん（○泗 高江）

将
来
Ｂ
Ｉ
Ｇ
に
な
っ

て
、ま
た
広
報
に
戻
っ

て
き
ま
す
！

３歳 H26年４月４日生まれ

水
みず

上
かみ

萌
め

結
い

桜
さ

ちゃん（○旭 あさひが丘住宅）

ス
イ
ー
ツ
大
好
き
♡

ば
ぁ
ば
じ
ぃ
じ

ま
た
遊
ぼ
う
ね
♪

３歳 H26年４月18日生まれ

平
ひら

山
やま

瑛
え

梨
り

ちゃん（○菊 袈裟尾）

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡

１歳 H28年４月12日生まれ 平
ひら

井
い

翔
と

希
き

矢
や

くん（○七 甲佐町）

瑛
太
に
ぃ
大
凱
に
ぃ

快
都
に
い
♡
い
つ
も

あ
り
が
と
う
‼

１歳 H28年４月14日生まれ

大
おお

村
むら

光
ひか

里
り

ちゃん（○泗 永）

あ
か
り
お
姉
ち
ゃ
ん

大
好
き
♡
た
く
さ
ん

遊
ん
で
ね
♡

１歳 H28年４月15日生まれ
塚
つか

本
もと

陽
ひ

煌
びき

くん（○旭 あさひが丘住宅）

ア
ン
パ
ン
マ
ン

大
好
き
！

３歳 H26年４月２日生まれ

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

江頭　実vol.37

◆
先
日
、
菊
池
公
園
の
桜
樹
の
下
で
歌

碑
の
除
幕
式
が
あ
り
ま
し
た
。
菊
池
一

族
ゆ
か
り
の
後
醍
醐
天
皇
と
懐
良
親
王

の
和
歌
が
刻
ま
れ
、
懐
良
親
王
の
居
城

で
あ
っ
た
雲
上
宮
を
望
む
一
角
で
す
。

こ
の
歌
碑
は
、
菊
池
の
歴
史
を
た
ど
り

な
が
ら
日
本
一
の
桜
の
里
作
り
の
一
助

と
し
た
い
と
願
う
民
間
団
体
の
方
々
と
、

観
光
協
会
・
市
と
の
３
者
協
働
に
よ
る

も
の
で
す
。
◆
こ
の
隣
接
地
で
は
、
亘

地
区
の
皆
さ
ん
と
の
官
民
連
携
に
よ
り
、

歴
史
と
自
然
が
楽
し
め
る
遊
歩
道
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
数
年
、
こ
う

し
た
市
民
に
よ
る
ふ
る
さ
と
整
備
が
活

発
で
す
。
小
野
崎
地
区
年
賀
塚
の
一
本

桜
は
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
で
毎

年
フ
ァ
ン
が
増
え
る
一
方
。
台
地
区
で

は
十
八
外
城
の
一
つ
、
台
城
の
整
備

を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
花
房
の
坂
で

は
、
住
民
総
出
で
桜
を
育
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
竜
門
ダ
ム
湖
畔
で
は
、
吉
野
山

に
匹
敵
す
る
山
桜
の
里
を
目
指
す
壮
大

な
長
期
事
業
が
、
官
民
連
携
で
昨
年
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
◆
ど
れ
も
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
地
域
の
良
さ
を
生
か

し
、
確
実
に
次
世
代
の
資
産
に
な
る
も

の
ば
か
り
。
ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
評
論

や
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、
実
行
と
継

続
あ
る
の
み
で
す
。
桜
の
植
樹
の
よ
う

に
、
私
た
ち
の
地
道
な
努
力
が
、
確
実

に
孫
の
世
代
に
花
開
き
ま
す
。
次
世
代

の
未
来
は
い
ま
築
く
も
の
で
す
。
先
人

が
私
た
ち
に
そ
う
し
て
く
れ
た
よ
う
に
。

「いま築く未来」
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